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公約通り?　「トランプのアメリカ」はどこへ
就任式で、家族に囲まれ宣誓するトランプ米新大統領＝1月20日、ワシントンの米連邦議会議事堂
初日から大統領令を連発、世界に波紋が広がる

撮影：ランハム裕子（朝日新聞アメリカ総局）

　
米
大
統
領
に
当
選
後
、
２
カ
月
も
た
っ
て
か
ら
よ
う
や

く
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
記
者
会
見
は
、
異
例
ず
く
め

だ
っ
た
。

　
会
見
場
は
、
同
氏
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ

タ
ワ
ー
１
階
に
特
設
さ
れ
、
記
者
席
の
周
囲
に
支
持
者
が

配
置
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
決
め
ゼ
リ
フ
を
言
う
た
び
に

「
応
援
団
」か
ら
拍
手
や
歓
声
が
起
き
た
。
さ
ら
に
自
ら

が
質
問
者
の
指
名
を
行
い
、
同
氏
か
ら「
デ
タ
ラ
メ
だ
」

と
名
指
し
で
攻
撃
さ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｎ
記
者
が
反
論
を
要
求
す

る
と「
お
ま
え
に
は
質
問
さ
せ
な
い
」と
拒
否
し
た
。
そ

し
て
ま
だ
多
数
の
手
が
挙
が
っ
て
い
た
が
、
自
分
で
会
見

を
打
ち
切
り
、
会
場
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
米
国
は
、
発
言
者
と
記
者
た
ち
と
の
丁
々
発
止
の
や
り

取
り
で
記
者
会
見
の
モ
デ
ル
を
世
界
に
提
供
し
て
き
た

が
、
今
回
、
主
導
権
は
一
貫
し
て
ト
ラ
ン
プ
側
に
あ
っ
た
。

翌
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
に
こ
ん
な
投
書
が
掲

載
さ
れ
た
。

　「
メ
デ
ィ
ア
間
の
競
争
の
厳
し
さ
は
分
か
る
が
、（
自
社

報
道
を
侮
蔑
さ
れ
た
）記
者
が
質
問
を
拒
否
さ
れ
た
時
、

他
の
記
者
た
ち
は
団
結
し
て
質
問
を
受
け
る
よ
う
に
迫
る

べ
き
だ
っ
た
。
ひ
る
む
な
！
」

　
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
ず
、
不
特
定
多
数
に
直
接
訴
え
か
け

る
強
力
な
手
段
が
出
現
し
た
今
、
記
者
会
見
を
民
主
主
義

の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
に
機
能
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。
私
た
ち
に
も
、
大
き
な
課
題
が
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
。

�

（
土
生
修
一
）

ト
ラ
ン
プ
主
導
の
初
会
見

ネ
ッ
ト
時
代
の
会
見
に
課
題
提
示
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酒井新二・元理事長を偲んで 3

「ナショナル・プレスクラブ」の地位確立
� 小島章伸
クラブゲスト 4

矢嶋康次ニッセイ基礎研究所経済研究部
チーフエコノミスト／渡辺博史・国際通貨
研究所理事長／クリスティーナ・デイビ
ス米プリンストン大教授／尾崎久仁子・
国際刑事裁判所（ICC）第二次長／頼清徳・
台南市長／工藤律子・ジャーナリスト／
郭四志・帝京大教授／「俳句をユネスコ
世界無形文化遺産に」共同会見
会見リポート 5▶6

C・デイビス氏／矢嶋康次氏、渡辺
博史氏／工藤律子氏／俳句４団体
会長共同会見
記者ゼミ 7

次世代ジャーナリストの必須IT講
座／特別セミナー
ワーキングプレス 8▶9

トランプ政権とメディア
「虚偽」を「代替事実」と強弁
対応見えず戸惑う日々
� 朝日新聞社　山脇岳志
カジノ法成立
与野党攻防に振り回される
駆け引きより議論を
� 東京新聞　大野暢子
新・列島報告　新潟県糸魚川市 10

取材の感覚上回る大火被害
復旧復興へ難題多く
� 新潟日報社　黒島　亮
被災地通信　原発事故から6年 11

岐路に立たされる「自主避難者」
たち� 毎日新聞社　磯崎由美
書いた話書かなかった話 12▶13

「権力は明け渡す方が一層難しい」
30年前のソウル民主化デモ取材
� 山岡邦彦
リレーエッセー 14

700回、39年続いた勉強会
寛容と柔軟の奥野誠亮さん
� 長﨑和夫
試写会「アイヒマンの後継者」 15

大量虐殺はどうして起きたか　自
由と服従の距離� 清水真人
マイBOOKマイPR 15

新年互礼会員懇親会／ 2016年予
想アンケート結果 16

クラブウェブサイト リニューアル 17

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 
装
い
新
た
に

　
１
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
い
た
当
ク

ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
１
月
18
日
か
ら

新
し
く
な
っ
た
。
ス
マ
ホ
用
画
面
の
新
設

や
会
見
の
確
認
、
出
席
申
し
込
み
の
簡
素

化
な
ど
で
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
詳

細
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
き
っ
か
け

に
、
サ
イ
ト
の「
取
材
ノ
ー
ト
」を
ク
リ

ッ
ク
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
先
輩
方
の
記
事

を
ま
と
め
読
み
し
て
み
た
ら
、
面
白
く
て

や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
60
年
安
保
の
デ
モ
で
揺
れ
る
国
会
前
、

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
直
後
の
ダ
ラ
ス
市
街
、
ア

ポ
ロ
月
着
陸
時
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
基
地
、

「
三
木
お
ろ
し
」真
っ
最
中
の
大
平
正
芳

氏
の
自
宅
で
の
つ
ぶ
や
き
、
映
画「
風
と

共
に
去
り
ぬ
」主
演
の
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー

を
聞
く
。
事
件
の
現
場
に
足
を
運
ぶ
。
ど

の
記
事
も
、
こ
の
記
者
道
の
基
本
を
踏
ま

え
た
取
材
体
験
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
か
ら
当
事
者
の
息
づ

か
い
や
事
件
現
場
の
ざ
わ
め
き
が
聞
こ
え

て
く
る
。

　
個
人
的
に
は
、
現
役
選
手
と
し
て
の
最

終
試
合
の
前
、
地
方
球
場
の
古
ぼ
け
た
更

衣
室
で
帽
子
に
顔
を
う
ず
め
て
嗚
咽
す
る

王
貞
治
選
手
の
目
撃
談（
筆
者
は
共
同
通

信
出
身
、
菅
谷
齊
さ
ん
）が
強
く
印
象
に

残
っ
た
。

　
注
目
ゲ
ス
ト
の
肉
声
が
聴
け
る「
音
声

ア
ー
カ
イ
ブ
」も
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
だ
。

　
皆
さ
ん
も「
新
装
開
店
」し
た
当
ク
ラ

ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、「
現
代
史
の
実

況
中
継
」を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
東
北
被
災
地
へ
取
材
団

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
東
日
本

大
震
災
関
連
の
取
材
団
を
現
地
に
派
遣
し

て
い
る
が
、
今
年
は
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
、
岩
手
・
宮
城（
宮
古
市
田
老
地

●
松
山
幸
雄
会
員
か
ら
寄
付

　
１
月
11
日
、
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
松
山

幸
雄
さ
ん（
朝
日
新
聞
出
身
、78
年
度
日

本
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
）が
ふ
ら
り
と
現
れ
た
。

　「
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
た
後
に

と
思
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
お
迎
え

が
来
な
い
の
で
生
き
て
い
る
う
ち
に
寄

付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
に

は
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
か

ら
」と
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
３
０
０

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

　
昨
秋
、
86
歳
で
出
版
さ
れ
た『
頑
張

れ
！
日
本
』（
創
英
社
／
三
省
堂
書
店
）も

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
半
世
紀
に
わ
た
る

国
際
報
道
の
経
験
か
ら
、英
語
学
習
法
、

お
勧
め
の
世
界
の
都
市
、趣
味
の
麻
雀
、

競
馬
ま
で
、
国
際
派
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と

し
て
の
長
い
歩
み
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
松
山
節
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
松
山
さ
ん
に
と
っ
て
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
と
は「
権
威
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

ず
、
か
つ
自
分
をinfallible

（
無
誤
謬
）

と
思
わ
ず
、
謙
虚
に
行
動
す
る
こ
と
」。

　
ご
寄
付
は
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
、
大
槌
町
、
気
仙
沼
市
な
ど
）、
福
島
・

宮
城（
飯
舘
村
、
山
元
町
な
ど
）の
３
回

の
取
材
団
を
企
画
、２
月
中
に
実
施
す
る
。

　
昨
年
、
取
材
団
と
の
会
見
で
陸
前
高
田

市
長
か
ら「
メ
デ
ィ
ア
も
５
年
の
節
目
が

終
わ
れ
ば
来
な
く
な
り
ま
す
よ
」と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
意
地
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
今
年
も
昨
年
と
同
じ
回
数
の
派

遣
と
な
っ
た
。
第
１
弾
の
東
電
福
島
第
一

原
発
取
材
団
は
２
班
計
40
人
で
募
集
し
た

が
、
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
抽
選

で
参
加
者
を
選
ん
だ
。

　
取
材
団
に
よ
る
詳
し
い
現
地
報
告
は
、

来
月
号
の
会
報
に
掲
載
す
る
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

と
の
会
見
、
晩
年
の
岸

信
介
氏
が
差
し
向
か
い

で
語
っ
た
述
懐
…
。

　
当
事
者
に
会
っ
て
話
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追 悼

約
批
准
書
交
換
の
た
め
来
日
し
た
鄧
小
平

副
首
相
の
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
の
記
者
会
見
が

実
現
し
た
の
で
あ
る
。
鄧
副
首
相
訪
日
が

決
ま
っ
て
か
ら
酒
井
理
事
長
は
率
先
垂

範
、
執
行
部
、
事
務
局
も
心
一
つ
に
し
て

周
到
な
準
備
を
進
め
た
結
果
だ
っ
た
。
酒

井
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
か
げ
で

あ
る
。

　
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
会

見
を
前
に「
尖
閣
は
聞
か
な
い
方
が
い
い
」

と
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
外

務
省
首
脳
や
ク
ラ
ブ
内
の
慎
重
論
だ
。
私

は
代
表
質
問
者
と
し
て
自
己
規
制
な
ど
全

く
考
え
な
か
っ
た
が
、
酒
井
さ
ん
も「
あ

な
た
の
思
う
通
り
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
一
切
を
任
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
の
凛

と
し
た
姿
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　「
賢
い
次
の
世
代
に
任
せ
よ
う
」―
―
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
千
両
役
者
を
思
わ
せ
る

鄧
氏
の
名
答
弁
に
圧
倒
さ
れ
た
形
の
会
見

で
は
あ
っ
た
が
、
中
国
の
最
高
実
力
者
の

口
か
ら「
尖
閣
棚
上
げ
」の
公
式
発
言
を

引
き
出
し
得
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
に
魂
を
入
れ
て
い
っ
た

時
代
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
帰
天
さ
れ
た
酒
井
さ
ん
の
霊
安
か
れ
と

祈
り
つ
つ
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
、〝
賢
い
〟若
い
世
代
の
活

躍
を
期
待
す
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ

る
。

�

（
こ
じ
ま
・
あ
き
の
ぶ
　
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

年
の
大
阪
万
博
を
前
に「
訪
日
す
る
海
外

か
ら
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
公
式
記
者
会
見
を
、
外
国

特
派
員
協
会
任
せ
と
い
う
よ
う
な
恥
ず
か

し
い
状
態
を
放
っ
て
お
い
て
い
い
の
か
」

と
い
う
危
機
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
。
草
創

期
諸
先
輩
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
、
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
の
完
成
と
と
も
に「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
」と
し
て
自
前
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
持
つ
こ
と
も
で
き
た
。

　
し
か
し
記
者
個
人
の
主
体
性
の
問
題
や

日
本
特
有
の
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
な
ど
問
題

は
多
く
、
構
成
上
も
法
人
会
員
が
主
体
と

い
う
極
め
て
日
本
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
が
国
際
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く

う
え
で「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
」

の
権
威
と
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
を
い
か
に

高
め
て
い
く
か
―
―
。
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
時
の
酒
井
さ
ん
の
強
烈
な
問
題
意
識

だ
っ
た
。

　
酒
井
さ
ん
の
指
示
は
明
快
だ
っ
た
。
話

題
性
に
富
む
意
図
し
た
大
型
企
画
と
大
型

会
見
。
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
は
早
々
に
訪
れ

る
。
78
年
10
月
25
日
、
日
中
平
和
友
好
条

酒
井
新
二（
さ
か
い
・
し
ん
じ
）氏
　
２
０
１
６
年
12
月
18
日
死
去
。
享
年
96
。
酒
井
家
と
共

同
通
信
社
の
合
同
追
悼
ミ
サ
は
１
月
16
日
に
行
わ
れ
た
。

　
１
９
４
７
年
共
同
通
信
入
社
。
政
治
部
長
、
パ
リ
支
局
長
な
ど
を
経
て
、
72
年
編
集
局
長
、

74
年
常
務
理
事
、
78
年
専
務
理
事
に
就
任
。
85
年
6
月
か
ら
91
年
9
月
ま
で
社
長
を
務
め
た
。

　
73
年
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
理
事
と
な
り
、
78
年
5
月
か
ら
81
年
5
月
ま
で
第
４
代
理
事
長
を

務
め
た
。

会見後、壇上で記念署名する鄧小平中国副首相と司会を務めた
酒井理事長（右）＝1978年10月25日

清
廉
な
人
柄
に
心
打
た
れ
る
こ
と

多
く
、
数
々
の
ご
教
示
も
い
た
だ

い
た
。

　
そ
ん
な
酒
井
さ
ん
と
の
一
番
の

思
い
出
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
創

立
10
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

時
代
に「
酒
井
体
制
」の
下
で
副

理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
ク
ラ
ブ

運
営
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
で

あ
る
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
１
９
７
０

　
第
４
代
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
酒
井
新

二
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
96
年
の
生
涯
、

ま
さ
に
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
大
往
生
と
い

え
よ
う
が
、
敬
愛
す
る
先
輩
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
突
然
の
訃
報
に
哀
悼
惜
別
の
情
を

禁
じ
得
な
い
。

　
酒
井
さ
ん
と
は
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
。
１
９
６
０
年
代
末
に
出
張
先
の
パ
リ

で
お
会
い
し
て
以
来
、
半
世
紀
近
く
に
わ

た
り
交
流
関
係
を
深
め
た
。
共
同
の
加
盟

社
と
い
っ
た
関
係
を
超
え
て
、
私
が
接
し

た
酒
井
さ
ん
は
常
に
忠
恕
の
人
だ
っ
た
。

酒
井
新
二
・
元
理
事
長
を
偲
ん
で

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル・プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
」の
地
位
確
立

�

小
島

　章
伸（
元
ク
ラ
ブ
副
理
事
長
）
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矢
や

嶋
じ ま

　康
や す

次
ひ で

　ニッセイ基礎研究所経済研究部チーフエコノミスト　　　　　

　トランプ初会見の翌日。「常識
が通じないことを再認識。非常識
を前提にするしかない」「トランプ
の政策はマクロがなく個別対応の
み。交渉もマルチでなくバイだ
け」。日本については「介護によ
る離職防止は緊急課題。社会保障
と消費税とを切り離すべき」。

■1・13（金）「2017年経済見通し」①／司会：播摩卓士委員／
出席：79人

渡
わ た

辺
な べ

　博
ひ ろ

史
し

　国際通貨研究所理事長

　財務省出身の国際エコノミス
ト。昨年同様、FTなどの風刺画を
使い、波乱含みの世界を俯瞰した。
「トランプはPiece（断片）Maker。
WTOなど既存組織を粉々にする
かも」「中国の政策対応能力が低下
している」「今年は何があっても驚
かず虚心坦懐で対応してほしい」

■1・17（火）「2017年経済見通し」②／司会：水野裕司委員／
出席：87人
5ページに矢嶋・渡辺両氏をまとめた会見リポート

クリスティーナ・デイビス　米プリンストン大学教授

　トランプ企画第1弾。「トラン
プ氏が公約を全部実現するとは思
わないが、自由貿易協定反対と対
中強硬姿勢は維持する可能性は高
い」「メキシコ工場建設でトヨタは
譲歩する必要なし。多国籍企業が
トランプ流の規制を嫌い米国から
脱出する懸念もある」

■1・6（金）「トランプ政権：米国と世界の行方」①／司会：軽
部謙介委員／通訳：大野理恵／出席：108人
5ページに会見リポート

尾
お

崎
ざ き

　久
く

仁
に

子
こ

　国際刑事裁判所（ICC）第二次長

　ICCは国際法に基づき個人の刑
事責任を問う初の常設国際刑事裁
判所。国連とは別組織。ただ米中
露が不参加など問題点も多い。「各
国が自力で適正に裁けるようにな
ればICCの任務は終わる。それが
理想」「普遍的な裁判所として国際
基準の形成が重大な役目」

■1・11（水）記者会見／司会：鶴原徹也委員／出席：31人

頼
Lai  Ching-Te

清徳　台南市長

　台南大地震から1年。日台の自
然災害で相互支援の歩みを紹介し
「古くて深いつながりがある日台は
生命共同体になるべき」と訴えた。
民進党のホープ。対中関係について
は「われわれは島で平穏に暮らし
たいだけ。意見の違いは横に置き
交流を優先して理解を深めたい」

■1・16（月）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：橋本佳
奈／出席：67人

工
く

藤
ど う

　律
り つ

子
こ

　ジャーナリスト

　追い詰められた子どもの居場所
となった若者ギャング団「マラ
ス」。ホンジュラス現地の丹念な
取材が開高健賞に結実した。「カネ
がないと存在価値がない。そんな
金権主義は若者組織にもはびこっ
ている」。26年間続けたストリート
チルドレン取材の成果でもある。

■1・24（火）著者と語る『マラス　暴力に支配される少年たち』
／司会：中井良則顧問／出席：16人
6ページに会見リポート

郭
G u o  S i z h i

四志　帝京大学教授

　中国・大連出身で中国のエネル
ギー問題専門家。「中国企業は石
油開発などで対外進出している
が、経験不足で進出先での反発も
ある。日本など先進国からノウハ
ウを謙虚に学ぶべき」。「トランプ
政権で中国の対米輸出は減少する
が対米投資は拡大」と予測した。

■1・25（水）「中国の対外経済戦略」／司会：脇祐三委員／出
席：72人

「俳句をユネスコ世界無形文化遺産に」共同会見
■1・26（木）記者会見／司会：瀬口晴義委員／出席：72人
6ページに会見リポート

　俳句をユネスコの無形文化遺産に登録しよう。
日本を代表する俳句４団体のトップが壮大な目標
を掲げて結束し、一堂に会した画期的な会見とな
った。
　まとめ役の有馬朗人さんは「第一に世界一短い
定型詩。第二に自然と共生する文学。第三に誰で
も作れる。共感者が増え世界平和につながる」と俳
句の世界的な価値を指摘した。俳句にゆかりのあ
る全国の自治体も加わる。三重県伊賀市の岡本栄
市長は「芭蕉が生まれた町としてありがたい。小中
学生はみな夏休みに十句作ります」。
　締めくくりは４人が自作を解説付きで披露する
ぜいたくな時間だった。

空といふ自由鶴舞ひやまざるは　稲畑汀子（日本伝統俳句協会会長）
金の靴一つ落ちゐし謝肉祭　有馬朗人（国際俳句交流協会会長）

摩天楼より新緑がパセリほど　鷹羽狩行（俳人協会会長）
初茜耶蘇も仏もまだ卵　宮坂静生（現代俳句協会会長）

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034676/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034678/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034669/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034674/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034728/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034710/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034712/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2017/01/r00034764/
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ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ・デ
イ
ビ
ス

米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授

反
中
国
、反
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
変
わ
ら
な
い

　
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
実
際

に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
う
の
か
、
こ
の

点
が
今
年
の
経
済
を
見
通
す
上
で
の
最
大

の
焦
点
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ

う
。「
意
外
に
マ
ト
モ
」な
の
か
、「
や

っ
ぱ
り
ヘ
ン
」な
の
か
。
何
か
ヒ
ン
ト

を
探
り
た
い
と
い
う
雰
囲
気
が
会
見
場

に
あ
ふ
れ
る
中
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の

矢
嶋
氏（
１
・
13
）は
、「
昨
年
、Brexit

も

ト
ラ
ン
プ
当
選
も
外
し
た
」の
で「
自

分
の
常
識
で
考
え
て
予
測
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」と
率
直
に
告
白
、
会

見
も
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
矢
嶋
氏
は
、
新
政
権
が
少
な
く
と
も

「
米
国
内
を
ふ
か
す
」政
策
を
採
る
以

上
、経
済
は「
短
期
的
に
は
上
向
く
」と

み
る
。
も
っ
と
も
中
長
期
的
に
は
悲
観

的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
、
完
全

雇
用
で
賃
金
が
上
が
っ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、さ
ら
に「
ふ
か
す
」と
高
金
利

と
ド
ル
高
を
招
く
と
指
摘
し
、
世
界
貿
易

の
縮
小
や
Ｆ
Ｒ
Ｂ（
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
）と
新
政
権
の
対
立
に
も
懸
念
を
示
す
。

　
３
年
連
続
で
登
場
し
た
渡
辺
氏（
１
・
17
）

も「
今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く
ア
メ

リ
カ
か
ら
話
を
始
め
ま
す
」と
し
つ
つ
も
、

「
予
見
可
能
性
の
な
い
人
に
対
し
て
政
策

を
見
通
す
こ
と
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
！
」

と
思
わ
ず
本
音
。
イ
ン
フ
ラ
投
資
や
減
税

の
規
模
な
ど
は
一
般
教
書
演
説
ま
で
に
は

見
え
て
く
る
が
、
金
融
規
制
緩
和
の
具
体

化
は
遅
れ
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
国
際
政
治
の
構
造
に
つ
い
て
渡

辺
氏
は
、「
新
政
権
の
親
ロ
シ
ア
政
策
で

欧
州
の
警
戒
感
が
募
る
」と
し
、
米
ロ
に

日
本
を
加
え
た
新
た
な
３
国
の
友
好
関
係

と
、
そ
れ
に
対
す
る
欧
州
と
中
国
の
接
近

と
い
う「
戦
後
見
た
こ
と
も
な
い
変
化
が

起
き
得
る
」と
洞
察
す
る
。

　
渡
辺
氏
恒
例
の
、
今
年
の
干
支
の
英
語

（Chicken

）に
ち
な
ん
だ
予
測
は
、
Ｃ
：

中
国
不
透
明
、Ｈ
：
緊
張
高
ま
る
中
東
、Ｉ
：

不
平
等
、
Ｃ
：
引
き
続
き
の
低
金
利
と
低

イ
ン
フ
レ
、
Ｋ
：
コ
リ
ア（
複
数
）が
危

険
に
、
Ｅ
：
欧
州
分
裂
…
そ
れ
で
も
、
Ｎ
：

ノ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
！

　
矢
嶋
氏
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
７
年
は
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
、97
年
は
ア
ジ
ア
危
機
、

07
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
引
き
金
に

な
っ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
バ
ブ
ル
崩
壊
と
、

「
７
」の
付
く
年
は
危
機
の
年
と
か
。
果

た
し
て
２
０
１
７
年
は
ど
ん
な
時
限
爆
弾

が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
む
の

は
誰
な
の
か
。
不
安
な
話
題
の
尽
き
な
い

幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
編
集
主
幹
　

播
摩
　
卓
士

矢
嶋
　
康
次
　

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
経
済
研
究
部
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト

渡
辺
　
博
史
　

国
際
通
貨
研
究
所
理
事
長

予見不能　不安尽きない世界経済

経済見通し

　
米
大
統
領
選
の
衝
撃
が
世
界
を
駆
け
巡

り
、
ト
ラ
ン
プ
、
ト
ラ
ン
プ
で
暮
れ
た
２

０
１
６
年
。
明
け
て
最
初
の
会
見（
１
・
６
）

に
、
こ
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
当
然
の
選
択
だ
っ
た
。
同
20
日
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
発
足
を
前
に
、
そ
の
外
交
・
通

商
政
策
が
東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
ど
ん
な
意

味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
、
デ
イ
ビ
ス
教

授
が
語
っ
た
。

　
な
に
し
ろ「
予
測
不
能
」が
信
条
の
ト

ラ
ン
プ
氏
。
人
々
を
驚
倒
さ
せ
た
選
挙
公

約
の
数
々
を
ど
れ
だ
け
額
面
ど
お
り
に
実

施
す
る
か
、
本
人
以
外
の
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
が
、
デ
イ
ビ
ス
教
授
は「
ト
ラ
ン
プ

氏
の
信
条
に
心
か
ら
共
鳴
す
る
人
物
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
閣
僚
候
補
に
指
名
さ
れ

た
」こ
と
か
ら
、
就
任
後
の
穏
健
化
に
は

悲
観
的
だ
。
特
に「
中
国
へ
の
強
硬
姿
勢
」

と「
反
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）の
立

場
」は
変
わ
ら
な
い
と
予
測
す
る
。

　
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
米
中
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
。
日
本
に
と
っ
て
も
最

大
関
心
事
の
ひ
と
つ
だ
。
デ
イ
ビ
ス
教
授

は「
経
済
と
安
保
の
対
立
が
重
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
」と
し
、
危
機
の
エ
ス
カ
レ
ー

ト
を
警
告
し
た
。
１
９
８
０
年
代
の
米
国

な
ら
ば
、
安
保
上
の
ラ
イ
バ
ル
は
ソ
連
、

経
済
上
の
ラ
イ
バ
ル
は
同
盟
国
日
本
だ
っ

た
が
、い
ま
で
は
ど
ち
ら
も
中
国
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
蔡
英
文
台
湾
総
統
と
電
話

で
話
し
、「
一
つ
の
中
国
」原
則
に
縛
ら

れ
な
い
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

外
交
・
安
保
対
立
も
背
景
に「
米
中
貿
易

戦
争
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
」と
い
う

見
立
て
だ
。

　
そ
の
通
商
政
策
で
は
保
護
主
義
が
貫
か

れ
る
の
か
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
中
国
の

巨
大
化
に
よ
り
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
が
増

え
、
米
市
場
依
存
度
は
相
対
的
に
低
く
な

っ
た
か
ら「
ア
ジ
ア
諸
国
は
80
年
代
ほ
ど

の
打
撃
を
受
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」と

言
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は「
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
言
う
こ
と
を
全
て
聞
い
て
ま
で
米

市
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
と
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
に
向
か
え
ば
よ
い
」と
明
言
。
質
疑

応
答
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
攻

撃
を
浴
び
た
ト
ヨ
タ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
ら
れ
た
際
も
、
同
趣
旨
の
考
え
を
述

べ
た
。
柔
軟
で
爽
快
な
発
想
だ
。

　
柔
軟
と
い
え
ば
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ

ー
ス
ト
」を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が「
国

際
秩
序
を
揺
さ
ぶ
っ
た
上
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
秩
序
再
構
築
に
向
か

う
」可
能
性
も
、
歴
史
に
照
ら
せ
ば
あ
り

得
る
と
し
た
こ
と
は
、
目
配
り
の
利
い
た

知
見
と
し
て
印
象
的
だ
っ
た
。

時
事
総
合
研
究
所
代
表
　
服
部
　
健
司



No.564　2017.2.10　日本記者クラブ会報⃝ 6

日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 会見リポー ト

工く

藤ど
う

　
律り

つ

子こ

　ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

国
境
へ
、
暴
力
か
ら
の
逃
走

マ
ラ
ス
離
脱
衝
撃
の
実
態

俳
句
４
団
体
会
長 

共
同
会
見

「
俳
句
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
」

熱
く
主
張

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
工
藤
律
子
さ
ん
は

メ
キ
シ
コ
貧
困
層
の
生
活
改
善
運
動
を
大

学
院
で
研
究
し
た
こ
と
を
出
発
点
と
し

て
、
現
在
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
米
な
ど
ス

ペ
イ
ン
語
圏
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
取
材
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
俳
句
を
ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育
・
科
学
・

文
化
機
関
）の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
し
よ
う
―
―
そ
ん
な
目
標
に
向
け
、
主

要
俳
句
団
体
の
会
長
が
、
一
致
団
結
し
て

決
意
を
表
明
す
る
会
見
が
開
か
れ
た
。

　
壇
上
に
並
ん
だ
の
は
、
日
本
を
代
表
す

る
俳
句
４
団
体
の
会
長
と
、
俳
聖
・
松
尾

芭
蕉
を
生
ん
だ
三
重
県
伊
賀
市
の
岡
本
栄

市
長
な
ど
。
４
月
に
は
、
俳
句
ゆ
か
り
の

他
の
自
治
体
な
ど
も
加
え
て
推
進
協
議
会

が
結
成
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
際
俳
句
交
流
協
会
会
長
で
元
文
相
の

有
馬
朗
人
さ
ん
は
、
俳
句
を
推
す
べ
き
理

本
で
例
え
れ
ば
、
大
阪
府
の
人
口（
８
８

０
万
人
）に
対
し
、
全
国
的
広
が
り
を
持

つ
６
代
目
山
口
組
、
神
戸
山
口
組
、
住
吉

会
、
稲
川
会
の
主
要
団
体
４
組
織
の
構
成

員
数（
３
万
３
０
０
０
人
）に
当
た
る
。

こ
の
比
率
で
は
、
大
阪
府
警
だ
け
で
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
は
近
年
、軍
が
直
接
、

麻
薬
犯
罪
撲
滅
に
乗
り
出
し
、
力
に
よ
る

封
じ
込
め
を
展
開
す
る
。
こ
の
結
果
、
マ

ラ
ス
が
さ
ら
に
先
鋭
化
す
る
。
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
。
治
安
の
底
は
と

っ
く
に
抜
け
落
ち
た
状
態
だ
。

　
都
市
部
の
ス
ラ
ム
街
に
学
校
教
育
の
浸

透
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
家
庭

に
居
場
所
の
な
い
子
ど
も
は
ス
ト
リ
ー
ト

チ
ル
ド
レ
ン
と
な
る
。
生
存
の
た
め
マ
ラ

ス
に
入
る
こ
と
は
ご
く
自
然
で
も
あ
る
。

入
る
の
は
簡
単
だ
が
、
抜
け
出
す
の
は
大

変
だ
。
い
っ
た
ん
目
覚
め
た
少
年
が
、
組

織
か
ら
追
い
詰
め
ら
れ
、
米
国
国
境
を
目

指
す
脱
出
旅
行
を
命
懸
け
で
試
み
る
。

　
工
藤
さ
ん
が
取
材
を
始
め
た
の
は
、
米

大
統
領
選
期
間
中
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の「
国

境
の
壁
発
言
」が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
大

統
領
の
一
国
保
護
主
義
。
こ
れ
に
対
し
自

由
貿
易
を
主
張
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
。

違
和
感
が
消
え
な
い
。「
ど
ち
ら
も
格
差

の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
と
し
か
見
え

な
い
」と
言
う
。

時
事
通
信
社
編
集
局
次
長
　
橋
詰
　
悦
荘

の
自
然
を
愛
好
す
る
こ
こ
ろ
は
重
要
な
役

割
を
果
た
せ
る
」と
強
調
し
た
。

　
俳
句
の
海
外
で
の
知
名
度
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
だ
が
、
西
洋
で
は
自
国
語
で
詠
う

３
行
詩
と
し
て
の「
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
」が
広

ま
る
な
ど
、
一
説
に
は
50
カ
国
に
２
０
０

万
人
の
愛
好
者
が
い
る
と
い
う
。

　
実
際
、
海
外
の
著
名
人
に
も
フ
ァ
ン
は

多
い
。
ベ
ル
ギ
ー
首
相
、
Ｅ
Ｕ
大
統
領
を

歴
任
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ン
ロ
ン
パ
イ

さ
ん
は
句
集
も
出
し
て
い
る
愛
好
家
で
、

会
場
で
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
通
じ
て「
ベ

ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
が
登
録
さ
れ
た
の
に
、
俳

句
が
登
録
さ
れ
な
い
わ
け
が
な
い
」と
語

り
、
聴
衆
を
沸
か
せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　
課
題
も
あ
る
。
文
化
庁
に
よ
れ
ば
、
ユ

ネ
ス
コ
に
登
録
を
提
案
す
る
に
は
、
文
化

財
な
ど
と
し
て
保
護
措
置
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
だ
が
、
俳
句
は
そ
う
な
っ

て
は
い
な
い
。
過
去
、
口
承
で
は
な
い
文

芸
が
登
録
さ
れ
た
事
例
も
な
い
と
い
う
。

有
馬
さ
ん
も「
登
録
ま
で
は
長
期
戦
に
な

る
」と
慎
重
な
口
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
た
だ
、
や
は
り
世
界
無
形
文
化
遺
産
と

な
っ
た
和
食
の
よ
う
に
、
日
本
の
気
候
風

土
が
生
ん
だ
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
こ
そ
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
評
価
さ
れ
る
、
と
い

う
の
も
ま
ま
あ
る
こ
と
。
今
後
の
運
動
の

盛
り
上
が
り
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

読
売
新
聞
社
論
説
委
員
　
時
田
　
英
之

ス
』は
、
中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
は
び
こ

る
若
者
ギ
ャ
ン
グ
集
団
か
ら
命
懸
け
の
離

脱
を
図
る
メ
ン
バ
ー
の
衝
撃
の
体
験
を
聞

き
取
っ
た
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
２
０
１
０
年
以
来
、

５
年
連
続
で
殺
人
事
件
発
生
率
世
界
一
と

い
う
不
名
誉
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
国

だ
。
人
口
８
１
０
万
人
。
こ
れ
に
対
し
、

若
者
ギ
ャ
ン
グ
で
構
成
さ
れ
る
組
織
的
犯

罪
者
集
団
マ
ラ
ス
は
３
万
人
を
超
す
。
日

　
取
材
対
象
の

中
心
は
、
貧
困

の
象
徴
と
も
い

え
る「
ス
ト
リ

ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
」。
２
０
１

６
年
開
高
健
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
賞
を
受
賞
し

た
著
書『
マ
ラ

由
を
、
俳
人
ら

し
く
３
点
に
絞

り
込
ん
で
語
っ

た
。い
わ
く
、俳

句
は「
世
界
一

短
い
詩
」「
自
然

と
共
生
す
る
文

学
」
で
あ
り
、

「
誰
で
も
作
れ

る
」。
と
り
わ

け
地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
問

題
に
、「
俳
句

左
か
ら
岡
本
栄
、鷹
羽
狩
行
、

有
馬
朗
人
、
稲
畑
汀
子
、
宮

坂
静
生
の
各
氏
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産
業
革
命
に
匹
敵
す

る
、
社
会
を
劇
的
に
変

え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
う
た
わ
れ
て
い
る
機

械
学
習（
人
工
知
能
）

を
、
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
講
座
が
取
り
上

げ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
。し
か
し
、並
み
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ら
後
ず

さ
り
す
る
数
式
の
塊
を
、

数
学
が
嫌
い
だ
か
ら
こ

の
業
界
に
来
た
の
に
と

う
そ
ぶ
く
記
者
に
解
説

す
る「
シ
ジ
フ
ォ
ス
の

岩
」を
引
き
受
け
る
人
は
い
る
の
か
。

　
講
師
の
多
田
さ
ん
は
、
読
売
新
聞
で
機

械
学
習
の
応
用
に
試
行
錯
誤
す
る
稀
有
な

人
だ
。
論
文
を
読
ん
だ
り
、
会
合
に
参
加

し
た
り
し
て
研
究
を
重
ね
、
業
務
の
効
率

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
会
社

に
も
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
こ
う

い
う
人
だ
か
ら
こ
そ「
80
年
代
に
は
エ
ア

コ
ン
の
自
動
温
度
調
整
も
人
工
知
能
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
化

し
て
い
る
の
で
、
だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な

い
」と
い
う
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

と
体
重（
縦
軸
）の
ペ
ア
の
デ
ー
タ
を
男

女
別
に
色
分
け
し
て
平
面
に
プ
ロ
ッ
ト
す

れ
ば
、
傾
向
の
違
い
が
分
か
る
。
新
た
な

デ
ー
タ（
身
長
と
体
重
）に
つ
い
て
も
、

当
て
ず
っ
ぽ
う
で
は
な
い
性
別
推
定
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ス
リ
ー
サ
イ
ズ
の
デ
ー
タ

も
入
手
で
き
れ
ば
、
も
は
や
平
面
上
に
描

く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
精
度
が
高
ま
る

に
違
い
な
い
。

　
５
年
前
に
発
表
さ
れ
た
計
算
手
法「
深

層
学
習
」に
よ
っ
て
、
画
像
だ
ろ
う
が
文

章
だ
ろ
う
が
、
大
量
の
デ
ー
タ
の
ペ
ア
さ

え
あ
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
推
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
講
義
の
後
半
は
、
グ
ー
グ
ル
の
画
像
分

類
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
、
判
定
に
感
心
す

る
例
、見
当
違
い
の
例
に
一
喜
一
憂
し
た
。

　
出
席
者
の
理
解
に
は
濃
淡
が
あ
り
、
群

盲
象
を
評
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
人
工
知
能
と
い
う
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
調
べ
る
必
要
は
あ
る
。

１
つ
に
は
、
多
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
取
材

や
編
集
の
効
率
化
に
応
用
す
る
例
を
開
拓

す
る
の
は
わ
れ
わ
れ
自
身
だ
け
だ
か
ら

だ
。
も
う
１
つ
は
、
与
信
や
生
命
保
険
契

約
な
ど
に
使
わ
れ
る
人
工
知
能
が
、
差
別

の
免
罪
符
や
不
正
隠
し
と
し
て
使
わ
れ
る

恐
れ
は
十
分
に
あ
り
、
記
者
と
し
て「
何

を
や
っ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
」で

は
済
ま
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

中
日
新
聞
社
電
子
編
集
部
　
松
波
　
功

１・17（火）講師：多田哲馬・読売新聞東京本社メディア局企画開発部／
出席：17人＋ネット視聴２人　

講
義
の
前
半
は
、
教
師
付

き
機
械
学
習
と
い
わ
れ
る
自

動
識
別
の
基
本
概
念
の
解

説
。
例
え
ば
、
身
長（
横
軸
）

機械学習（人工知能）

ブラックボックスにしない

　「
五
輪
取
材
班
の
中
で
お
前
が
一
番
ア

ナ
ロ
グ
だ
っ
た
か
ら
。
勉
強
し
て
こ
い
」。

上
司
に
そ
う
言
わ
れ
て
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
ウ
ェ
ブ
技
術
を
駆

使
し
た
ス
ポ
ー
ツ
報
道
。
昨
夏
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
報
道
で
も
、
最
も
求
め

ら
れ
た
の
は「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
」だ
っ
た
。

　
日
本
と
の
時
差
は
冬
時
間
で
12
時
間
。

朝
刊
を
開
く
前
か
ら
、
読
者
は
競
技
の
結

果
を
知
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
は
繰
り
返

し
映
像
が
流
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
や
コ
メ
ン
ト
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
通
勤
や
通
学
途
中
で
目
を

通
す
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。

　
求
め
ら
れ
る
の
は
写
真
や
図
解
、
各
種

デ
ー
タ
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
競
技
を

先
行
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ

た
欧
米
紙
の
ウ
ェ
ブ
は
斬
新
だ
っ
た
。

　
英
紙
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
は
競
泳
選
手
を
棒

グ
ラ
フ
に
見
立
て
た
。
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

選
手
が
泳
ぐ
よ
う
に
グ
ラ
フ
が
伸
び
縮
み

し
た
。米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
、

過
去
全
て
の
五
輪
で
ど
の
国
が
多
く
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
か
、
そ
の
変
遷
が

ひ
と
目
で
分
か
る
図
を
競
技
ご
と
に
作
っ

て
い
た
。

　
ウ
ェ
ブ
重
視
の
流
れ
が
、
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ス
マ
ホ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
使
い
な
が

ら
の
競
技
観
戦
は
、
も
は
や
当
た
り
前
と

な
っ
て
い
る
。
講
師
の
田
中
氏
が
今
後
、

必
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ
た
の
が
ウ
ェ
ブ

技
術
と
デ
ー
タ
。
米
大
リ
ー
グ
で
は
全
て

の
投
球
デ
ー
タ
が
無
料
で
公
開
さ
れ
て
お

り
、
分
析
す
る
統
計
ソ
フ
ト
も
あ
る
。
デ

ー
タ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な
見
方
を
支
え

る「
公
共
財
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

証
し
だ
。ア
ナ
ロ
グ
人
間
に
は
つ
ら
い
が
、

自
国
開
催
の
五
輪
は
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
在

り
方
を
変
え
る
好
機
で
も
あ
る
。

毎
日
新
聞
社
運
動
部
　
田
原
　
和
宏

ト
は
し
て
も
、
原
稿
以
外
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
ま
で
考
え
が
及
ん

で
い
な
い
か
ら
だ
。

　
ウ
ェ
ブ
技
術
の
駆
使
に
関
し

て
は
欧
米
紙
が
１
歩
も
２
歩
も

１
・
24（
火
）講
師
：
田
中
孝
憲
・
報
知
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
局
コ
ン
テ
ン
ツ
編
集
部

／
出
席
：
21
人

特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
２
０
２
０
年
の
ス
ポ
ー
ツ
報
道
へ

今
か
ら
準
備
す
べ
き
３
つ
の
こ
と
〜
欧
米
紙
の
デ
ー

タ
活
用
W
E
B
サ
イ
ト
と
日
本
の
課
題
〜
」アナログ人間はつらいよ

解
説
し
、
勝
負

の
ポ
イ
ン
ト
を

読
み
解
く
内

容
。
口
で
言
う

の
は
簡
単
だ

が
、
な
か
な
か

ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ば
な
い
。
日

ご
ろ
、
取
材
と

い
う
イ
ン
プ
ッ
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ト
ラ
ン
プ
政
権
と
メ
デ
ィ
ア�

山
脇

　岳
志（
朝
日
新
聞
社
）

「
虚
偽
」を「
代
替
事
実
」と
強
弁

　
　
対
応
見
え
ず
戸
惑
う
日
々

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
船
出
は
、
大
荒
れ
で

あ
る
。

　
１
月
20
日
の
就
任
式
で
は
デ
モ
が
過
激

化
し
、
２
０
０
人
以
上
が
逮
捕
さ
れ
た
。

翌
日
に
は
、
約
50
万
人
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に

抗
議
の
た
め
に
集
ま
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
就
任
式
を
見
に

来
た
観
衆
の
数
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
就

任
式
よ
り
少
な
か
っ
た
と
い
う
報
道
が
気

に
食
わ
な
い
。

　
今
回
の
観
衆
の
数
は
、
航
空
写
真
の
分

析
な
ど
か
ら
、
８
年
前
の
オ
バ
マ
大
統
領

１
期
目
の
就
任
式（
約
１
８
０
万
人
）の

３
分
の
１
程
度
と
の
見
方
が
強
い
。

　
だ
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
パ
イ
サ

ー
報
道
官
は
、
最
初
の
会
見
で「
過
去
最

大
の
観
衆
だ
っ
た
」と
強
弁
し
た
。
根
拠

と
し
た
地
下
鉄
の
乗
客
数
な
ど
に
は
、

数
々
の
事
実
関
係
の
間
違
い
が
あ
っ
た
。

報
道
官
も
型
破
り 

記
者
の
質
問
受
け
付
け
ず

　
政
治
家
な
ど
の
発
言
の
真
偽
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
」は
、
こ
の
発
言
を「
パ
ン
ツ
・

オ
ン
・
フ
ァ
イ
ア
ー
」（
最
大
限
の
虚
偽
）

に
指
定
し
た
。「
パ
ン
ツ
に
火
が
つ
く
」

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
真
っ
赤
な
噓
を

つ
い
た
相
手
に
対
し
て
、「
ラ
イ
ア
ー
（
噓

つ
き
）、
ラ
イ
ア
ー
、
パ
ン
ツ
・
オ
ン
・

フ
ァ
イ
ア
ー
」と
韻
を
踏
ん
で
使
う
表
現

か
ら
来
て
い
る
。

　
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
、
記
者
た
ち
の
質
問

に
も
一
切
答
え
ず
、会
見
場
か
ら
去
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
無
理
や
り
会
見
さ
せ
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

　
翌
日
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
人
気
討
論
番
組「
ミ

ー
ト
・
ザ
・
プ
レ
ス
」で
司
会
者
は
、
大

統
領
顧
問
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
氏
に
、
報
道
官

が
虚
偽
の
事
実
を
並
べ
た
点
を
突
っ
込
ん

だ
。
す
る
と
、
コ
ン
ウ
ェ
イ
氏
は
報
道
官

の
発
言
を「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
ク

ツ（
代
替
事
実
）だ
」と
弁
護
し
た
。
司
会

者
は「
代
替
事
実
は
事
実
で
は
な
い
。
虚

偽
だ
」と
反
論
し
た
が
、
政
府
高
官
か
ら

出
た
言
葉
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
民
主
党
の
ク
リ

ン
ト
ン
候
補
に
、
大
統
領
選
の
総
得
票
数

で
３
０
０
万
票
近
く
も
負
け
た
こ
と
も
気

に
入
ら
な
い
。「
数
百
万
人
の
不
法
移
民

が
ヒ
ラ
リ
ー
氏
に
投
票
し
た
か
ら
だ
」と

根
拠
の
な
い
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

加
速
す
る「
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ

－

ｔ
ｒ
ｕ
ｔ
ｈ
」 

ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
は
、
２

０
１
６
年
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
、「
ポ

ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」を
選
ん
だ
。
事
実

や
真
実
が
、
世
論
を
形
作
る
と
い
う
点
で

は
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
時
代
に
な
っ

た
こ
と
を
示
す
。
虚
偽
ニ
ュ
ー
ス
が
出
回

り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
に
も
寄
与
し
た

と
い
わ
れ
る
米
大
統
領
選
。
政
権
が
発
足

す
れ
ば
、
少
し
は
改
善
さ
れ
る
と
の
期
待

も
あ
っ
た
が
、「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」

は
む
し
ろ
加
速
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
も
と
も
と
テ
レ
ビ
番

組
の
人
気
ホ
ス
ト
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
な
ど

は
視
聴
率
獲
得
の
狙
い
も
あ
っ
て
、
積
極

的
に
集
会
な
ど
を
報
道
し
た
。
メ
デ
ィ
ア

の
恩
恵
を
受
け
、
メ
デ
ィ
ア
が
生
み
出
し

た
大
統
領
と
い
っ
て
い
い
。

　
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
批
判
は
許
さ

な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
集
会
の
た
び
に
、

記
者
席
を
指
さ
し「
も
っ
と
も
不
誠
実
な

人
々
」な
ど
と
煽
っ
た
。
聴
衆
は
、
メ
デ

ィ
ア
席
を
振
り
向
い
て
大
ブ
ー
イ
ン
グ
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
外
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
さ
ら
に
不
利
な
地

位
に
あ
る
。
予
備
選
の
当
初
、
外
国
メ
デ

ィ
ア
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
集
会
の
取
材
許
可

が
下
り
な
い
状
況
だ
っ
た
。
私
も
一
般
の

支
持
者
に
交
じ
っ
て
集
会
に
入
り
、
取
材

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
就
任
式
の
日
も
、
パ
レ
ー
ド
で
道
路
に

近
づ
く
た
め
の
記
者
証
は
発
行
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。多
く
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
は
、

許
可
が
得
ら
れ
ず
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

で
取
材
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
事
実
の
報
道
に
意
味
が
あ
る
と
信
じ

て
、
30
年
も
記
者
生
活
を
送
っ
て
き
た
。

「
虚
偽
」を「
代
替
事
実
」と
称
す
る
こ
の

政
権
と
、
ど
う
付
き
合
え
ば
よ
い
の
か
。

ま
だ
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

や
ま
わ
き
・
た
け
し
▼
１
９
８
６
年
入
社
　
経

済
部
　
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
　
論
説
委
員
　
Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
編
集
長
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
総
局
長

就任式を望遠カメラで撮影するメディア
（1.20　ランハム裕子・朝日新聞アメリカ社フォトグラファー撮影）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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カ
ジ
ノ
法
成
立�

大
野

　暢
子（
東
京
新
聞
）

与
野
党
攻
防
に
振
り
回
さ
れ
る

　
　
駆
け
引
き
よ
り
議
論
を

　
日
本
に
近
い
将
来
、
カ
ジ
ノ
が
出
現
す

る
。
１
年
前
、
そ
の
こ
と
を
予
想
し
た
国

民
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
昨
年
12
月
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設（
Ｉ
Ｒ
）整
備
推
進
法（
カ
ジ

ノ
解
禁
法
）は
、
わ
ず
か
５
時
間
半
の
審

議
を
経
て
採
決
さ
れ
、
衆
院
を
通
過
。
開

会
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
は
表
向
き
、
カ

ジ
ノ
法
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
か
っ

た
自
民
党
も
、
国
会
会
期
が
延
長
さ
れ
た

後
、
に
わ
か
に
会
期
内
成
立
に
執
着
し
始

め
た
。

　
結
局
、
連
立
を
組
む
公
明
党
に
さ
え
統

一
見
解
を
出
す
時
間
を
与
え
な
い
ま
ま
、

自
民
、
日
本
維
新
の
会
な
ど
の
賛
成
多
数

で
慌
た
だ
し
く
成
立
し
た
。

逆
風
が
追
い
風
に
？ 

目
立
っ
た
ち
ぐ
は
ぐ
な
対
応

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
が
増
加
す
る

恐
れ
は
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
、
カ
ジ
ノ

の
導
入
に
、
社
会
的
リ
ス
ク
を
上
回
る
経

済
効
果
は
あ
る
の
か
―
。
こ
う
し
た
問
い

に
対
し
、
法
案
提
出
者
の
自
民
・
維
新
両

党
議
員
は「
実
施
法
で
対
応
す
る
」「
カ
ジ

ノ
を
運
営
す
る
民
間
事
業
者
が
考
え
る
」

と
、
核
心
を
避
け
る
答
弁
を
重
ね
た
。

　
日
本
で
初
め
て
民
間
の
賭
博
解
禁
に
道

を
開
く
法
律
が
、
わ
ず
か
１
回
の
国
会
で

成
立
し
た
。
国
会
で
法
案
成
立
の
瞬
間
を

見
つ
め
な
が
ら
、
私
は
数
カ
月
前
の
あ
る

与
党
議
員
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た
。
　
　

　「
今
国
会
は
必
ず
延
長
す
る
。
他
法
案

の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
成
立
さ
せ
る
ん
だ
」

　
実
際
、
昨
年
の
臨
時
国
会
は
、
環
太
平

洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
承
認
や
、
年

金
制
度
改
革
関
連
法
な
ど
、
重
要
な
法
案

が
山
積
。
閣
僚
や
与
党
議
員
か
ら
国
会
軽

視
と
も
と
れ
る
失
言
が
相
次
ぎ
、
与
野
党

の
対
立
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
世
論

を
二
分
す
る
よ
う
な
カ
ジ
ノ
法
を
審
議
す

る
ゆ
と
り
は
、
乏
し
い
よ
う
に
見
え
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
議
員
の
言
葉
通
り
、

全
て
は
カ
ジ
ノ
解
禁
へ
の
強
烈
な
追
い
風

と
な
っ
て
い
た
。
重
要
法
案
の
審
議
の
長

期
化
で
、
国
会
は
二
度
延
長
。
カ
ジ
ノ
容

認
派
と
反
対
派
を
抱
え
る
民
進
党
は
、
カ

ジ
ノ
法
が
争
点
に
急
浮
上
し
て
く
る
こ
と

を
十
分
に
予
測
で
き
ず
、
対
応
が
後
手
後

手
に
。
結
果
、
衆
院
本
会
議
で
は
採
決
に

抗
議
し
て
退
席
し
た
の
に
、
参
院
で
は
一

転
、与
党
と
の
修
正
協
議
に
応
じ
る
な
ど
、

ち
ぐ
は
ぐ
な
対
応
が
目
立
っ
た
。

　
同
じ
野
党
で
も
、
日
本
維
新
の
会
は
Ｉ

Ｒ
推
進
の
立
場
。
こ
の
た
め
、
自
民
党
は

「
数
の
力
で
強
行
し
た
」と
い
う
批
判
を

か
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
民
党
が
法
案

成
立
を
急
い
だ
の
は
、
与
党
に
接
近
す
る

維
新
に
配
慮
し
た
と
み
る
向
き
も
多
い
。

　
あ
る
民
進
党
議
員
は「
党
の
上
層
部
か

ら
、
カ
ジ
ノ
法
の
戦
い
方
に
つ
い
て
具
体

的
な
指
示
が
な
く
、
ど
う
動
い
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
」と
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

　
国
会
戦
術
の
巧
拙
ば
か
り
が
も
の
を
言

い
、
議
論
が
深
ま
ら
な
か
っ
た
カ
ジ
ノ
国

会
。
担
当
記
者
と
し
て
も
、
与
野
党
の
攻

防
に
振
り
回
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題 

見
据
え
る
機
会
に

　
無
論
、
落
ち
込
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。

政
府
は
１
年
以
内
を
め
ど
に
、
カ
ジ
ノ
解

禁
を
含
む
Ｉ
Ｒ
実
施
法
を
ま
と
め
る
。
賭

博
罪
と
の
整
合
性
や
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
対
策
、
犯
罪
抑
止
策
な
ど
の
課
題
は
手

付
か
ず
だ
。
政
府
に
は
国
民
の
不
安
や
疑

問
に
答
え
る
誠
実
な
姿
勢
を
求
め
た
い
。

　
収
穫
も
あ
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

患
者
の
団
体
に
話
を
聞
き
、
深
刻
な
実
態

に
初
め
て
触
れ
た
。
諸
外
国
の
カ
ジ
ノ
を

視
察
し
、
地
域
に
与
え
る
影
響
や
社
会
的

な
リ
ス
ク
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
て
き
た
国

会
議
員
と
の
出
会
い
も
あ
っ
た
。「
ず
っ

と
光
の
当
た
ら
な
か
っ
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
の
問
題
が
、
カ
ジ
ノ
国
会
を
機
に
注

目
さ
れ
始
め
た
の
は
皮
肉
な
話
だ
」。
そ

ん
な
声
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
耳
に
し
た
。

　
安
倍
政
権
は
今
後
も
、
日
本
の
競
争
力

を
高
め
る
と
の
名
目
で
、
論
争
的
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
政

党
間
の
駆
け
引
き
だ
け
で
な
く
、
政
策
の

モ
ラ
ル
を
正
面
か
ら
問
い
、
暮
ら
し
へ
の

影
響
に
目
を
凝
ら
す
報
道
を
貫
き
た
い
。

お
お
の・ま
さ
こ
▼
２
０
１
０
年
入
社
　
富
山
　

宇
都
宮
両
支
局
を
経
て
　
16
年
８
月
か
ら
政
治

部

カジノ法案を可決した参院内閣委員会（2016年12月13日
／東京新聞提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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強風の影響で147棟が被災する事態となった
糸魚川大火（2016年12月22日/新潟日報社提供）

新潟 発地元メディアの視点から

新
潟
県
糸
魚
川
市
で
昨
年
末
に
発
生
し

た
大
火
は
、
被
災
家
屋
が
住
宅
や
店
舗
な

ど
１
４
７
棟（
１
月
27
日
現
在
判
明
分
）

に
及
ぶ
事
態
と
な
っ
た
。
地
震
に
伴
う
火

災
を
除
け
ば
国
内
で
は
１
９
７
６
年
の
酒

田
大
火（
山
形
県
）以
来
の
規
模
の
大
火

と
な
っ
た
。
出
火
後
す
ぐ
に
現
場
に
向
か

っ
て
か
ら
１
カ
月
以
上
取
材
を
続
け
て
き

た
が
、
復
旧
・
復
興
へ
課
題
は
山
積
し
て

い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

出
火
は
12
月
22
日
午
前
10
時
20
分
ご
ろ
。

火
元
は
ラ
ー
メ
ン
店
で
、
空
だ
き
が
原
因

と
み
ら
れ
る
。
当
日
は
市
議
会
本
会
議
が

開
会
し
て
お
り
、
議
場
で
取
材
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
執
行
部
が
突
然
せ
わ
し
な
く
席

を
立
っ
た
り
、
退
席
し
た
り
し
た
。
ほ
ぼ

同
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
く
市
の

「
安
心
メ
ー
ル
」で
火
災
を
知
り
、
市
役

所
か
ら
近
い
現
場
へ
徒
歩
で
向
か
っ
た
。

■「
自
然
災
害
」と
認
定 

支
援
金
給
付
や
が
れ
き
処
理
公
費
も

現
地
着
は
11
時
前
だ
っ
た
。
火
元
と
、

隣
接
す
る
飲
食
店
な
ど
か
ら
激
し
く
煙
が

出
て
い
た
が
、
火
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か

っ
た
。
当
初
は「
消
防
が
放
水
を
続
け
れ

ば
、
間
も
な
く
火
は
収
ま
る
だ
ろ
う
」と

い
う
の
が
率
直
な
印
象
だ
っ
た
。
ま
さ
か

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
大
火
に
な
る
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
南
か
ら
の
強
風
で
火
の
粉
が

飛
び
、
道
路
を
挟
ん
だ
建
物
に
も
次
々
延

焼
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、

状
況
は
悪
化
す
る
一
方
だ
っ
た
。
本
社
や

支
社
か
ら
応
援
の
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に

入
っ
て
も
ら
い
、
取
材
を
進
め
た
。
他
の

新
聞
、
テ
レ
ビ
も
当
日
の
う
ち
に
多
数
の

記
者
が
現
場
に
入
っ
た
。

火
災
は
翌
23
日
に
よ
う
や
く
鎮
火
。
復

旧
へ
は
、
ま
ず
は
被
災
者
の
生
活
支
援
と

が
れ
き
の
撤
去
が
必
要
に
な
る
。
国
は
強

風
下
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に

「
自
然
災
害
」と
位
置
づ
け
、
火
災
で
は

初
め
て
と
な
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

に
よ
る
支
援
金
給
付
な
ど
を
決
定
。
が
れ

き
処
理
費
も
当
初
２
割
は
所
有
者
負
担
と

さ
れ
て
い
た
の
が
、全
額
公
費
と
な
っ
た
。

被
災
者
の「
思
い
出
の
品
」を
探
す
作
業
な

ど
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
協
力
し
て
い
る
。

被
災
者
に
話
を
聞
く
と「
支
援
し
て
も

ら
え
て
あ
り
が
た
い
。
頑
張
っ
て
再
建
し

た
い
」と
の
声
を
聞
く
。
だ
が
、
現
実
に

は
年
齢
や
経
済
状
況
、
家
の
権
利
関
係
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
元
い
た

場
所
で
生
活
再
建
を
で
き
る
か
は
未
知
数

だ
。
事
業
者
も
そ
う
だ
。
老
舗
の
酒
蔵
や

料
亭
が
営
業
継
続
へ
向
け
て
動
き
だ
す
ニ

ュ
ー
ス
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、
営
業
を

再
開
し
た
店
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
一

方
で
、「
再
開
し
た
い
思
い
は
あ
る
が
、

借
金
を
し
な
け
れ
ば
無
理
」と
苦
し
い
胸

の
う
ち
を
明
か
す
店
主
も
い
る
。

■
町
の
ゆ
く
え
見
え
ず 

地
道
な
取
材
重
ね
る
の
み

経
済
的
な
問
題
に
加
え
、
都
市
計
画
の

問
題
も
あ
る
。
市
は
当
然
、
再
び
大
火
が

起
き
な
い
よ
う
な
復
旧
を
目
指
す
。
そ
の

た
め
に
は
道
路
を
広
く
し
、
密
集
・
狭
小

宅
地
を
解
消
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
が
れ

き
の
撤
去
は
３
月
末
ま
で
に
終
わ
る
予
定

で
、
建
物
の
再
建
に
着
手
し
た
い
人
が

続
々
と
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
早
急
に
町
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
さ
な
い
と
、
建
物
を

建
て
ら
れ
ず
被
災
者
を
悩
ま
せ
る
か
、
あ

る
い
は
個
別
に
建
物
が
再
建
さ
れ
始
め
て

区
画
整
理
が
手
遅
れ
に
な
る
。
合
意
形
成

が
重
要
だ
が
、
一
方
で
時
間
的
制
約
が
あ

り
、
行
政
は
非
常
に
難
し
い
判
断
を
迫
ら

れ
そ
う
だ
。

被
災
者
と
話
す
と「
早
く
家
を
建
て
直

し
た
い
」「
し
ば
ら
く
考
え
る
時
間
が
要

る
」「
建
ぺ
い
率
の
制
約
で
以
前
と
同
じ
大

き
さ
で
建
て
ら
れ
な
く
て
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
町
が
ど
う
い

う
方
向
へ
向
か
う
べ
き
か
取
材
者
と
し
て

も
判
断
が
つ
か
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

だ
。
地
震
に
よ
ら
な
い
大
火
は
40
年
間
な

か
っ
た
だ
け
に
、
前
例
を
参
考
に
取
材
を

す
る
の
も
難
し
い
。

被
災
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
一
人

一
人
の
話
を
丁
寧
に
聞
い
て
課
題
を
掘
り

起
こ
し
、
地
元
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら

ど
う
解
決
す
べ
き
か
を
地
道
に
探
る
取
材

を
続
け
て
い
き
た
い
。

く
ろ
し
ま
・
り
ょ
う
▼
２
０
０
１
年
入
社
　

十
日
町
支
局
　
長
岡
支
社
　
本
社
報
道
部
な

ど
を
経
て
　
16
年
９
月
か
ら
糸
魚
川
支
局
長

黒島　亮
（新潟日報社）

新・列島報告❼　新潟県糸魚川市

取材の感覚上回る大火被害
復旧復興へ難題多く
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島
打
ち
切
り
後
　
９
道
府
県
独
自
策
」の

見
出
し
で
朝
刊
１
面
ト
ッ
プ
と
社
会
面
で

掲
載
し
た
。
事
故
直
後
、
各
地
の
自
治
体

が
受
け
入
れ
に
名
乗
り
を
上
げ
、
自
主
避

難
者
は
自
身
で
避
難
先
を
決
め
た
。
そ
の

選
択
に
よ
り
、
７
年
目
以
降
の
支
援
に
格

差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

■「
過
剰
反
応
」と
の
批
判
も 

葛
藤
し
た
記
者
た
ち

　
記
事
は
大
阪
科
学
環
境
部
と
前
橋
支
局

の
記
者
の
連
名
だ
。
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
自
主
避
難
者
を
取
材
し
、
今
後
の

支
援
策
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

　
取
材
に
は
葛
藤
も
あ
っ
た
。
比
較
的
線

量
の
低
い
地
域
か
ら
避
難
し
た
人
々
に
は

「
過
剰
反
応
」「
風
評
被
害
を
助
長
し
て
い

る
」と
の
批
判
も
あ
る
。
特
に
福
島
県
内

被 災地はいま � 東日本大震災から5年11カ月

い
そ
ざ
き
・
ゆ
み
▼
１
９
８
９
年
入
社
　
社
会

部
震
災
担
当
デ
ス
ク
　
横
浜
支
局
長
な
ど
を

経
て
　
２
０
１
５
年
５
月
か
ら
地
方
部
長

被災地通信�　原発事故から６年

岐路に立たされる
「自主避難者」たち
磯崎　由美（毎日新聞東京本社）

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
間

も
な
く
６
年
。
福
島
県
は
今
年
３
月
末
、

国
が
避
難
指
示
を
出
し
て
い
な
い
地
域
か

ら
の
自
主
避
難
者
に
対
し
、
災
害
救
助
法

に
基
づ
く
避
難
先
で
の
家
賃
負
担
を
打
ち

切
る
。「
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
が
整

っ
た
」と
し
て
帰
還
を
進
め
る
の
が
狙
い

だ
が
、
避
難
を
続
け
る
人
々
か
ら
は
生
活

へ
の
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
避
難
先
の
自
治
体
が
独

自
支
援
に
乗
り
出
し
始
め
た
。

　
毎
日
新
聞
が
福
島
県
を
除
く
46
都
道
府

県
を
全
国
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
鳥
取
な
ど

６
道
府
県
が
住
宅
を
無
償
提
供
し
、
３
県

が
家
賃
な
ど
を
補
助
す
る
と
判
明
。
こ
の

内
容
や
自
主
避
難
者
の
現
状
を
１
月
６

日
、「
避
難
先
　
住
宅
支
援
に
格
差
　
福

に
は「
地
元
を
捨
て
て
逃
げ
た
」と
厳
し

い
目
を
向
け
る
住
民
も
い
る
。
記
者
は

「
自
主
避
難
の
継
続
を
支
持
す
る
よ
う
な

論
陣
を
張
っ
た
場
合
、
福
島
県
内
で
復
興

の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
人
々
は
ど
う
思

う
だ
ろ
う
か
」と
自
問
し
た
。

　
し
か
し
、
相
談
会
や
家
庭
訪
問
に
同
行

し
、
放
射
能
へ
の
不
安
以
前
に「
帰
還
し

た
く
て
も
で
き
な
い
」と
い
う
人
の
多
さ

に
気
づ
く
。
一
人
親
世
帯
、高
齢
者
世
帯
、

要
介
護
者
や
障
害
者
の
い
る
世
帯
…
…
。

み
な
新
た
な
土
地
で
仕
事
や
学
校
、
病
院

を
探
し
、
や
っ
と
生
活
の
基
盤
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
。そ
こ
で
ま
た
転
居
す
れ
ば
、

金
銭
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
。

　「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
夜
も
眠
れ
な
い
」。
全
国
最
多
の

約
５
２
０
０
人
が
避
難
す
る
東
京
都
。
23

区
の
都
営
住
宅
に
避
難
す
る
あ
る
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
は
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。
別
の
母

子
家
庭
の
母
親
は「
立
ち
退
か
な
い
と
提

訴
さ
れ
る
と
聞
い
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
」と
記
者
に
何
度
も
電
話

を
か
け
て
き
た
。

　
都
は
都
営
住
宅
に
受
け
入
れ
た
自
主
避

難
者
に
対
し
、
福
島
県
の
家
賃
負
担
打
ち

切
り
を
機
に
、原
則
と
し
て
い
っ
た
ん
退
去

し
て
改
め
て
応
募
し
て
も
ら
う
方
針
だ
。

３
０
０
世
帯
分
の
入
居
優
先
枠
を
設
け
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
細
か
い
要

件
が
あ
る
。
こ
れ
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
高

倍
率
の
一
般
募
集
で
当
選
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
。
理
由
に
つ
い
て
担
当
者
は「
都

民
と
の
公
平
性
の
観
点
」と
説
明
す
る
。

■
い
じ
め
、
生
活
困
窮
… 

復
興
問
い
続
け
る
報
道
を

　
人
口
減
少
に
あ
え
ぐ
福
島
県
が
帰
還
を

促
し
た
い
思
い
は
理
解
で
き
る
。
避
難
先

の
自
治
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ

る
。
だ
が
原
発
事
故
さ
え
な
け
れ
ば
福
島

で
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
さ
ら
に
困
窮
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　「
ば
い
菌
」「
賠
償
金
あ
る
だ
ろ
う
」。
避

難
先
の
学
校
で
の
い
じ
め
も
相
次
ぎ
発
覚

し
て
い
る
。
自
主
避
難
者
問
題
は
報
道
す

る
側
も
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
メ

デ
ィ
ア
が
真
摯
に
向
き
合
わ
ね
ば
、
偏
見

に
苦
し
み
な
が
ら
も
そ
の
土
地
で
暮
ら
そ

う
と
し
て
い
る
子
や
親
た
ち
を
、
一
層
孤

立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
帰
還
か
、
避
難
か
と
い
う
対
立
概
念
を

超
え
、
原
発
事
故
の
犠
牲
に
な
っ
た
一
人

一
人
の
暮
ら
し
を
ど
う
立
て
直
し
て
い
け

る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
復
興
を
問
い
続
け
る

こ
と
は
、
こ
の
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
に
思
う
。

大阪市に市営住宅無償提供の継続を訴えた自主避
難者ら（大阪市役所前／2016年11月9日／毎日新聞社提供）
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やまおか・くにひこ
1953年生まれ　78年読売新聞
社入社　84～88年ソウル支局長
92～95年ニューヨーク特派員　
国際部次長　論説委員　論説副
委員長など　2014年退社　現在
北海道教育大学函館校教授

書いた話　書かなかった 話

　
ソ
ウ
ル
特
派
員
は
記
事
に
は
事
欠
か
な

い
。
私
が
駐
在
し
た
１
９
８
４
年
か
ら
の

４
年
間
、
ニ
ュ
ー
ス
は
尽
き
な
か
っ
た
。

　
１
９
８
４
年
、
韓
国
の
全
斗
煥
大
統
領

を
迎
え
た
宮
中
晩
さ
ん
会
で
、
昭
和
天
皇

が
述
べ
ら
れ
た
お
言
葉
を
韓
国
人
が
ど
う

受
け
止
め
た
か
、
ソ
ウ
ル
で
聞
い
て
回
っ

た
。

　
１
９
８
５
年
、
前
年
に
実
現
し
た
北
朝

鮮
か
ら
韓
国
へ
の
水
害
救
援
物
資
引
き
渡

し
を
機
に
、
南
北
対
話
が
活
発
化
し
、
ソ

ウ
ル
に
北
朝
鮮
か
ら
離
散
家
族
や
平
壌
芸

術
団
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
き
た
。

　
１
９
８
６
年
、
ソ
ウ
ル
五
輪
の
前
哨
戦

と
な
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
開
か
れ
、
国

交
の
な
か
っ
た
中
国
か
ら
の
選
手
団
が
韓

国
と
メ
ダ
ル
を
競
い
合
っ
た
。

　
１
９
８
７
年
夏
、
民
主
化
要
求
デ
モ
の

取
材
は
、
１
カ
月
近
く
続
く
長
丁
場
と
な

っ
た
。

　
翌
88
年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
開
催
に
備
え
る

た
め
か
、
韓
国
は
26
年
ぶ
り
に
サ
マ
ー
タ

イ
ム
を
採
用
し
、
日
本
よ
り
西
に
位
置
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
時
計
の
針
は
１

時
間
進
ん
で
い
る
。
連
日
夜
遅
く
ま
で
続

く
デ
モ
を
追
い
か
け
、
そ
の
背
景
や
政
治

の
方
向
性
を
探
り
、
日
本
の
締
め
切
り
時

間
に
合
わ
せ
て
最
終
版
ま
で
原
稿
を
送
っ

た
が
、
何
だ
か
実
働
時
間
で
損
を
し
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
も
の
だ
。

◆
政
治
不
在
の
中
で
始
ま
っ
た
衝
突

　
デ
モ
は
、
与
党
が
党
大
会
で
次
期
大
統

領
候
補
に
盧
泰
愚
代
表
委
員
を
指
名
し
た

６
月
10
日
の
夕
刻
に
始
ま
っ
た
。
野
党
と

在
野
勢
力
が
組
織
し
た「
国
民
運
動
本

部
」が
、
党
大
会
当
日
に
合
わ
せ
て
反
対

集
会
と
デ
モ
に
打
っ
て
出
た
の
だ
。

　
与
党
総
裁
の
全
斗
煥
大
統
領
は
そ
の
２

カ
月
前
、「
国
論
を
分
裂
さ
せ
て
国
力
を

浪
費
す
る
消
耗
的
な（
国
会
で
の
）憲
法

改
正
論
議
を
や
め
る
」と
在
任
中
の
改
憲

を
否
定
し
て
い
た
。
大
統
領
選
は
選
挙
人

団
を
介
す
る
間
接
選
挙
制
で
行
う
こ
と
に

し
て
、
直
接
選
挙
制
へ
の
改
憲
を
主
張
す

る
野
党
を
置
き
去
り
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　
警
察
が
厳
し
く
規
制
し
た
た
め
、
国
民

運
動
本
部
の
反
対
集
会
は
不
発
に
終
わ

る
。だ
が
、学
生
た
ち
は「
護
憲
反
対
、
独

裁
打
倒
」と
叫
び
な
が
ら
、あ
ち
こ
ち
で
警

察
と
衝
突
し
た
。
警
察
が
催
涙
ガ
ス
弾
を

浴
び
せ
る
が
、
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
多

発
デ
モ
を
押
さ
え
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
数
百
人
の
デ
モ
隊
が
ソ
ウ
ル
中
心
部
に

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
明
洞
聖
堂
の
敷
地
内
に

駆
け
込
み
、
そ
こ
か
ら
連
日
、
近
く
の
繁

華
街
へ
と
出
撃
し
、
一
帯
は
ま
ひ
状
態
に

陥
っ
た
。
警
察
と
の
攻
防
を
見
守
る
野
次

馬
か
ら
デ
モ
へ
の
声
援
が
飛
ぶ
よ
う
に
な

り
、
中
に
は
加
勢
す
る
者
ま
で
現
れ
る
。

　
騒
乱
が
釜
山
な
ど
地
方
都
市
に
も
拡
散

し
、
事
態
収
拾
の
め
ど
が
立
た
な
く
な
る

に
つ
れ
、
衛
戍
令
な
ど
の
宣
布
で
軍
が
治

安
維
持
に
出
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
の

よ
う
に
思
え
た
。
米
国
は
強
く
自
制
を
求

め
、
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
か
ら
全
大
統
領

に
親
書
を
送
る
な
ど
し
た
。

　
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
著『
二

つ
の
コ
リ
ア
』（
共
同
通
信
社
、
菱
木
一
美

訳
）に
よ
る
と
、
全
大
統
領
に
親
書
を
伝

達
し
た
際
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
リ
ー
駐
韓

米
大
使
が
、
軍
部
の
介
入
は
米
韓
同
盟
関

係
を
危
う
く
し
、
80
年
の
光
州
事
件
の
よ

う
な
悲
劇
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
、
と

強
く
警
告
し
た
と
い
う
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
軍
や
政
府
で
要
職
を

務
め
た
長
老
た
ち
の
小
人
数
の
会
合
に
呼

ば
れ
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
現
象
面
ば
か
り
追
っ
て
い
る
外
国
人

記
者
に
知
恵
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
た

「
権
力
は
明
け
渡
す
方
が
一
層
難
し
い
」

　
　
―
―
３０
年
前
の
ソ
ウ
ル
民
主
化
デ
モ
取
材

�

山
岡

　邦
彦
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書 いた話　書かなかった話

だ
、
打
開
策
を
模
索
す
る
真
剣
な
姿
に
、

居
住
ま
い
を
正
す
思
い
だ
っ
た
。

◆「
同
床
異
夢
」だ
っ
た
民
主
化

　
全
斗
煥
政
権
は
、
１
９
７
９
年
10
月
の

朴
正
熙
大
統
領
暗
殺
後
、
戒
厳
令
下
の
粛

軍
ク
ー
デ
タ
ー
で
権
力
を
掌
握
し
た「
新

軍
部
」を
核
と
す
る
新
興
勢
力
だ
。
旧
体

制
の
金
鍾
泌
、
金
泳
三
、
金
大
中
の
３
金

氏
を
含
む
有
力
与
野
党
政
治
家
た
ち
を
一

斉
に
パ
ー
ジ
し
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
局
を
統

廃
合
し
て
言
論
を
統
制
す
る
と
い
う
荒
っ

ぽ
い
や
り
方
で
登
場
し
た
。
金
大
中
氏
は

内
乱
陰
謀
罪
で
死
刑
ま
で
宣
告
さ
れ
た
。

　
与
野
党
の
指
導
者
間
に
対
話
は
な
く
、

反
政
府
デ
モ
の
収
拾
策
を
め
ぐ
っ
て
６
月

24
日
に
会
談
す
る
ま
で
、
全
大
統
領
は
野

党
の
金
泳
三
総
裁
と
一
度
も
会
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
会
談
も
実

り
な
く
終
わ
っ
た
。

　
野
党
の
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
断

言
し
て
い
た
盧
泰
愚
氏
が
、６
月
29
日
朝
、

出
し
抜
け
に
記
者
会
見
を
開
き
、
野
党
側

の
要
求
を
丸
の
み
し
て
、
大
統
領
直
接
選

挙
制
へ
の
早
期
改
憲
や
金
大
中
氏
の
赦

免
・
復
権
な
ど
８
項
目
の
民
主
化
措
置
を

列
挙
し
た
民
主
化
宣
言
を
発
表
し
た
の
だ

か
ら
、
皆
が
驚
い
た
。
２
日
後
、
全
大
統

領
が
こ
の
収
拾
案
を
受
諾
す
る
と
、
民
主

化
要
求
デ
モ
は
よ
う
や
く
鎮
静
化
し
た
。

　
与
党
に
と
っ
て
の「
民
主
化
」は
、
譲

歩
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
盧
氏
の
イ
メ
ー
ジ

は
一
気
に
好
転
す
る
。
新
憲
法
下
、
16
年

ぶ
り
に
直
接
選
挙
制
で
行
わ
れ
た
大
統
領

選
挙
で
盧
氏
は
36
・
６
％
の
票
を
得
て
勝

利
し
た
。
全
大
統
領
に
は
公
約
の「
平
和

的
な
政
権
交
代
」が
最
も
望
ま
し
い
形
で

実
現
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
野
党
に
と
っ
て
は
、
政
権
奪
取
が「
民

主
化
」だ
っ
た
。
直
接
選
挙
制
へ
の
改
憲

は
、
そ
の
た
め
の
唯
一
の
道
だ
っ
た
。
金

泳
三
、
金
大
中
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

勝
利
を
確
信
し
て
互
い
に
譲
ら
ず
、
候
補

一
本
化
に
失
敗
し
た
た
め
野
党
陣
営
は
票

も
二
分
し
、
敗
北
し
た
。
だ
が
、
両
金
氏

は
後
に
大
統
領
の
座
に
就
い
た
。

　
デ
モ
の
主
役
だ
っ
た
在
野
勢
力
や
学
生

は
、「
民
主
化
」を
現
体
制
の
打
破
と
捉
え

て
い
た
。
疎
外
さ
れ
た
民
衆
を
主
人
と
す

る
社
会
主
義
体
制
へ
の
移
行
と
、
民
族
統

一
を
志
向
し
て
い
た
。
民
族
解
放
人
民
民

主
主
義
革
命
と
い
う
北
朝
鮮
の
対
南
革
命

論
が
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
年
。今
日
の
韓
国
政
治
は
、

こ
の
民
主
化
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

　
昨
年
10
月
末
に
大
統
領
の
友
人
女
性
の

国
政
関
与
疑
惑
が
浮
上
し
た
直
後
か
ら
、

朴
槿
恵
大
統
領
の
退
陣
を
求
め
る
デ
モ

が
、
ソ
ウ
ル
で
続
い
て
い
る
。
大
統
領
本

人
が
納
得
の
い
く
説
明
を
し
な
い
で
い
る

う
ち
に
、
土
曜
日
ご
と
の
デ
モ
は
回
を
重

ね
る
た
び
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
そ
の
勢
い
に
乗
る
よ
う
に
し
て
、
国
会

は
弾
劾
訴
追
案
を
可
決
し
た
。
朴
大
統
領

は
職
務
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、
韓
国
憲
政

史
上
初
の
弾
劾
に
よ
る
罷
免
と
い
う
不
名

誉
な
退
任
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

◆
過
去
と
な
っ
た
強
権
政
治

　
労
働
組
合
や
市
民
団
体
が
組
織
し
た
デ

モ
に
は
昨
年
11
月
中
旬
、
主
催
者
側
発
表

で
１
０
０
万
人
、
警
察
の
推
計
で
も
26
万

人
が
集
ま
り
、メ
デ
ィ
ア
は「
１
９
８
７
年

の
民
主
化
以
降
、
最
大
規
模
」と
伝
え
た
。

　
当
時
、
最
大
規
模
だ
っ
た
の
は
、
催
涙

ガ
ス
弾
直
撃
で
死
亡
し
た
延
世
大
学
生
の

追
悼
デ
モ（
７
月
９
日
）だ
。
葬
列
に
加

わ
っ
た
人
波
は
ソ
ウ
ル
市
庁
舎
前
の
ロ
ー

タ
リ
ー
広
場
を
埋
め
尽
く
し
、
主
催
者
発

表
で
１
０
０
万
人
、
警
察
推
計
で
13
万
人

に
上
っ
た
。
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
見
下

ろ
し
て
い
る
と
、
米
人
女
性
記
者
が「
オ

ー
、
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
」と
感
に
堪
え
ぬ

口
調
で
つ
ぶ
や
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
変

の
デ
モ
を
想
起
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
や
が
て
、
１
万
人
ほ
ど
が
青
瓦
台（
大

統
領
官
邸
）方
向
に
進
み
始
め
た
が
、
光

化
門
交
差
点
前
で
何
重
に
も
阻
止
線
を
張

っ
て
い
た
機
動
隊
か
ら
催
涙
ガ
ス
弾
を
発

射
さ
れ
て
解
散
し
た
。

　
今
の
朴
退
陣
要
求
デ
モ
に
、
あ
の
こ
ろ

の
緊
迫
感
は
な
い
。民
主
化
後
の
歳
月
は
、

強
権
政
治
を
過
去
の
も
の
に
し
た
。

　
そ
ろ
い
の
ゼ
ッ
ケ
ン
姿
の
団
体
が
所
定

の
位
置
に
整
列
し
て
座
り
込
ん
で
い
く
光

景
は
、
政
治
集
会
そ
の
も
の
で
あ
る
。
家

族
連
れ
や
高
校
生
た
ち
の
姿
も
あ
る
し
、

土
産
物
屋
や
屋
台
が
店
開
き
し
、
仮
設
舞

台
で
は
歌
や
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

演
じ
ら
れ
る
。
な
ん
だ
か
、
お
祭
り
か
縁

日
の
よ
う
で
も
あ
る
。
警
備
に
あ
た
る
機

動
隊
の
対
応
も
実
に
ソ
フ
ト
だ
。

　
政
治
日
程
も
見
通
し
が
き
く
。
弾
劾
、

罷
免
な
ら
大
統
領
選
挙
が
繰
り
上
げ
実
施

さ
れ
る
だ
け
だ
。

　
政
治
の
季
節
が
始
ま
れ
ば
、
白
熱
し
た

選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
る
。
退
陣
要
求
デ
モ

の
担
い
手
は
、
在
野
勢
力
の
流
れ
を
く
む

左
派
系
の
活
動
家
た
ち
だ
。
蓄
積
し
た
大

衆
動
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
大
統
領

選
を
有
利
に
進
め
る
つ
も
り
だ
ろ
う
。

　
保
守
政
党
と
左
派
政
党
の
違
い
は
、
本

質
的
に
は
北
朝
鮮
と
の
距
離
感
に
あ
る
。

保
守
政
権
は
、
北
朝
鮮
に
制
裁
を
強
化
す

る
な
ど
厳
し
く
対
処
し
て
き
た
。
一
方
、

左
派
の
最
大
野
党「
共
に
民
主
党
」は
、

北
朝
鮮
と
の
関
係
推
進
に
力
点
を
置
く
。

　
88
年
１
月
、
あ
と
50
日
足
ら
ず
で
退
任

と
い
う
と
き
、
全
大
統
領
は
韓
国
人
記
者

団
に
、こ
う
語
っ
て
い
る
。「
わ
が
国
で
は
、

権
力
と
い
う
も
の
は
座
っ
て
い
る
と
き
よ

り
も
明
け
渡
す
方
が
一
層
難
し
い
」

　
朴
槿
恵
氏
の
心
境
を
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た

い
気
持
ち
だ
。
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リレーエッセ ー

７
０
０
回
、
39
年
続
い
た
勉
強
会

　
寛
容
と
柔
軟
の
奥
野
誠
亮
さ
ん

長
﨑

　和
夫（
毎
日
新
聞
出
身
）

後
の
活
動
拠
点
に
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
出
さ
れ
た
昼
食
を
健
啖
ぶ
り
を

発
揮
し
て
平
ら
げ
、
１
時
間
余
の
議
論
を

瞑
目
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。
例
会
は
最

初
、
月
に
２
回
。
後
に
月
１
回
と
な
っ
た

が
奥
野
さ
ん
は
全
て
出
席
で
全
７
０
０
回

余
、
39
年
間
も
続
い
た
の
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
も
の
だ
ろ
う
。

　
政
治
家
の
メ
ン
バ
ー
人
選
は
奥
野
さ
ん

自
身
。
旧
内
務
省
で
奥
野
さ
ん
の
１
年
後

輩
の
後
藤
田
正
晴
さ
ん
を
筆
頭
に
内
務
省

組
だ
け
。
後
日
、
後
身
の
自
治
省
出
身
議

員
も
加
え
内
務
省
関
連
議
員
全
員
集
合
の

趣
も
あ
っ
た
。
入
閣
待
機
組
が
多
く
、
同

じ
時
期
に
現
職
閣
僚
が
複
数
と
い
う
こ
と

も
何
度
か
あ
っ
た
。

　
奥
野
さ
ん
と
い
え
ば
、
自
主
憲
法
制
定

の
信
念
を
貫
く
保
守
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
的

存
在
。
竹
下
内
閣
の
国
土
庁
長
官
の
時
に

日
中
戦
争
に
関
連
し
て「
当
時
の
日
本
に

侵
略
の
意
図
は
な
か
っ
た
」と
述
べ
て
辞

任
す
る
な
ど
、
物
議
を
醸
す
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
本
人
は
内
務
官
僚
と
し
て
戦

前
の
国
家
中
枢
の
一
翼
を
担
い
、
終
戦
処

理
に
も
従
事
し
た
と
い
う
自
負
か
ら
決
し

て
信
念
を
曲
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
辺
が
硬
直
し
た
タ
カ
派
と
み
ら
れ
る
ゆ

え
ん
だ
。

　
し
か
し
奥
野
さ
ん
の
真
骨
頂
は
持
論
を

他
人
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
な
く
、
異
な

る
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
寛
容
さ
と

柔
軟
さ
だ
ろ
う
。

　
迂
闊
な
話
だ
が
、
奥
野
さ
ん
の
没
後
に

仲
人
が
内
務
省
14
年
先
輩
の
古
井
喜
実
氏

だ
っ
た
と
知
っ
た
。
内
務
省
時
代
に
対
中

国
認
識
で
の
懸
隔
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、

国
会
で
議
席
を
並
べ
て
か
ら
親
中
派
の
古

井
さ
ん
と
ど
う
い
う
付
き
合
い
を
し
て
い

た
か
、
生
前
に
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
悔
い
て
い
る
。

　
奥
野
さ
ん
を
語
る
場
合
に
欠
か
せ
な
い

の
が
奈
良
の
平
城
宮
跡
の
保
存
整
備
問
題

だ
。
60
年
代
に
当
時
の
池
田
勇
人
首
相

が
全
域
の
国
有
化
を
表
明
し
た
が
、
土

地
の
買
収
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

そ
こ
で
奥
野
文
相
が
土
地
の「
先
行
取

得
方
式
」と
い
う
妙
案
を
編
み
出
し
、

買
収
が
一
気
に
進
ん
だ
。
奥
野
さ
ん
は

奈
良
に
と
っ
て
も
大
恩
人
な
の
で
あ
る
。

　
１
０
３
歳
で
亡
く
な
っ
た
当
日
は
早

め
に
帰
宅
し
、
車
い
す
に
乗
り
換
え
よ

う
と
し
て
そ
の
ま
ま
事
切
れ
た
そ
う
だ
。

　
石
原
慎
太
郎
さ
ん
は
82
歳
で
議
員
を

引
退
す
る
時「
見
回
す
と
国
会
議
員
の

最
高
齢
に
な
っ
た
。
か
つ
て
奥
野
誠
亮

さ
ん
と
い
う
90
歳
を
超
え
て
も
元
気
な

先
輩
が
い
た
が
、
私
に
そ
の
自
信
が
な

い
か
ら
」と
語
っ
た
。当
時
こ
の
話
を

「
妙
な
こ
と
を
言
う
人
だ
」と
奥
野
さ
ん

に
披
露
し
た
ら
苦
笑
い
し
て
い
た
。
ち

な
み
に
議
員
在
職
中
に
90
歳
を
迎
え
た

の
は
憲
政
の
神
様
の
尾
崎
行
雄
、
原
健

三
郎
元
衆
院
議
長
と
奥
野
さ
ん
の
３
人

だ
け
だ
。
な
お
こ
の
際
、
蛇
足
だ
が
、

歴
代
首
相
の
長
寿
ト
ッ
プ
は
東
久
邇
稔

彦
さ
ん
の
１
０
２
歳
だ
っ
た
こ
と
を
付

言
し
て
お
こ
う
。

次
号
は
大
林
主
一
さ
ん（
中
日
新

聞
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
派
閥
全
盛
時
代
の
そ
の
昔
、
記
者
仲

間
で
政
治
家
を
囲
む
勉
強
会
を
作
る
こ

と
が
は
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
政
治

家
の
側
が
持
ち
掛
け
る
場
合
も
あ
っ
た

が
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
お
互
い
利

用
価
値
が
な
く
な
る
と
早
々
に
解
散
し

て
し
ま
う
の
が
通
例
だ
っ
た
。

　
41
年
前
の
昭
和
51（
１
９
７
６
）年
、

当
時
自
民
党
文
教
制
度
調
査
会
長
だ
っ

た
奥
野
誠
亮
さ
ん
が
田
中
内
閣
文
相
時

代
の
文
部
省
担
当
記
者
ら
に「
政
治
家

と
マ
ス
コ
ミ
の
意
見
交
換
、
情
報
交
換

の
場
を
作
ろ
う
と
思
う
が
」と
声
を
掛

け
た
の
が
契
機
と
な
り
、
翌
52
年「
二

月
会
」と
称
す
る
勉
強
会
が
発
足
し
た
。

　
途
中
で「
一
水
会
」と
名
称
変
更
し

た
が
延
々
と
続
き
、
最
後
の
例
会
は
奥

野
さ
ん
が
亡
く
な
る
ち
ょ
う
ど
２
週
間

前
の
昨
年
11
月
２
日
だ
っ
た
。
会
場
は

ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
の
役
員
室
。
こ

の
財
団
は
奥
野
さ
ん
が
文
相
時
代
設
立

に
尽
力
し
た
も
の
で
、
衆
院
議
員
引
退

「戦後70年」シリーズで最高齢クラブゲ
ストとして会見した奥野誠亮さん（2015
年11月19日）。本人お気に入りの1枚

（
な
が
さ
き
・
か
ず
お
　
元
政
治
部
長
、
論
説

委
員
長
）
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■
い
ま
言
わ
ず
し
て
二
人
誌「
埴
輪
」

（
宇
治
敏
彦
、
小
榑
雅
章
著
）

宇
治
　
敏
彦
（
中
日
新
聞
社
相
談
役
）

■
メ
デ
ィ
ア
融
合
時
代
到
来
！

（
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
研
究
所
＋
音
好
宏
編
著
）

音
　
好
宏
（
上
智
大
学
教
授
）

目
覚
め
よ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
　
弱
体
化
が
指

摘
さ
れ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
を
中

心
テ
ー
マ
に
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

筆
者
と
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
榑
雅

章（
元「
暮
し
の
手
帖
」編
集
者
）が
書
い

た
警
世
の
書
。
二
人
は
高
校
時
代
か
ら
の

友
人
で
、
ブ
ロ
グ「
埴
輪
」を
通
じ
て
政

治
や
世
相
へ
の
所
見
を
随
時
発
表
し
て
い

る
。
安
倍
一
強
政
治
の
影
響
で
国
民
の
間

に「
大
勢
順
応
」「
今
日
が
良
け
れ
ば
」の

風
潮
が
蔓
延
し
、
自
由
闊
達
な
世
論
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
二
人
は
危
惧
す

る
。「
表
現
の
自
由
」は「
健
全
な
民
主
主

義
」と
車
の
両

輪
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

視
聴
者
は
ど
う
メ
デ
ィ
ア
を「
選
ぶ
」の

か
　
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
や
Ｔ
Ｖ
ｅ
ｒ
な

ど
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
続
々
登
場
し
、

動
画
配
信
元
年
と
い
わ
れ
た
の
が
２
年

前
。
今
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
形
態
が
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
動

画
配
信
は
メ
デ
ィ
ア
融
合
の
象
徴
と
し
て

そ
の
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。
私
が
所

長
を
務
め
る
衛
星
放
送
協
会
・
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
放
送
研
究
所
が
行
っ
て
き
た
事
業
者

調
査
、
視
聴
者
調
査
な
ど
を
も
と
に
、
急

速
に
進
み
つ
つ
あ
る
メ
デ
ィ
ア
融
合
の
実

態
を
、
実
証
デ

ー
タ
に
基
づ
い

て
分
析
・
解
説

す
る
。

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

■
会
議
報
告

⃝

第
３
７
９
回
会
報
委
員
会

（
１
・
12
　
大
会
議
室
）

　
２
月
号
の
編
集
と
３
月
号
掲
載
の
特
集

「
３
・
11
か
ら
６
年
」を
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
鈴
木
、

渡
辺
、
吉
澤
、
大
寺
、
長
﨑
の
各
委
員
。

⃝

第
４
７
０
回
企
画
委
員
会（１

・
13
　
会
見
場
）

　
５
月
の
総
会
記
念
講
演
の
講
師
お
よ
び
、

今
後
の
会
見
ゲ
ス
ト
を
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
倉
重
、
坂
東
、

鶴
原
、
脇
、
別
府
、
宮
田
、
榊
原
、
軽
部
、

石
川
、
山
本
、
瀬
口
、
傍
示
、
久
保
、
島
田
、

竹
田
、
川
戸
、
播
摩
、
小
栗
、
川
村
、
和
田
、

袴
田
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
梶
本
の
各
委
員
。

⃝

第
４
７
３
回
会
員
資
格
委
員
会

（
１
・
20
　
小
会
議
室
）

　
２
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
花
谷
、
石
田
、
鈴
木
、

井
上
、
山
本
、
國
府
の
各
委
員
。

三恵社
１６２０円

サテマガＢⅰ
２３７６円

試 写会／会員の著書

　
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト（
大
量

虐
殺
）は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
き
た
の
か
。

　
大
勢
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
収
容
所
へ
移
送
す

る
業
務
を
統
括
し
た
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
イ
ス

ラ
エ
ル
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
際
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
政
治
哲
学
者
ア
ー
レ
ン
ト
は「
悪

の
陳
腐
さ
」を
説
い
た
。「
命
令
に
従
っ
た

だ
け
」と
繰
り
返
す
彼
は
巨
悪
の
権
化
な

ど
で
は
な
く
、
ど
こ
に
で
も
い
る
凡
庸
な

小
役
人
に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
し
た
の
だ
。

　
ご
く
普
通
の
人
々
が
権
威
に
服
従
す
る

こ
と
で
、
残
酷
な
行
為
に
や
す
や
す
と
、

際
限
な
く
加
担
し
て
し
ま
う
―
―
。
本
作

は
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
と
同
時
期
に
、
こ

の「
悪
の
陳
腐
さ
」を
科
学
的
に
実
証
し

よ
う
と
試
み
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
実
験
の

場
面
か
ら
始
ま
る
。
主
人
公
は
ユ
ダ
ヤ
系

ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
心
理
学
者
ス
タ
ン
レ

ー
・
ミ
ル
グ
ラ
ム
。
で
も
、
彼
は『
ア
イ

ヒ
マ
ン
の
後
継
者
』に
は
見
え
な
い
。

　
大
半
の
参
加
者
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
相
手
が
見
え
な
い
別
室
で
悲
鳴
を

上
げ
て
苦
し
む
と
、
実
験
の
継
続
を
た
め

ら
う
。
実
は
電
撃
は
ウ
ソ
で
、
叫
び
も
録

音
テ
ー
プ
だ
が
、
参
加
者
は
本
物
と
信
じ

込
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
権
威
あ
り
げ
な
灰

色
の
実
験
衣
を
ま
と
う
現
場
管
理
者
か
ら

「
ど
う
し
て
も
実
験
を
続
け
ね
ば
な
ら
な

う
さ
ま
に
は
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
参
加
者
の
錯
覚
を
利
用
し
た
実
験
は
学

会
や
学
生
か
ら「
非
倫
理
的
」と
批
判
さ

れ
、
ミ
ル
グ
ラ
ム
は
大
学
を
移
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
社
会
が
見
た
く
な
い
人
間
の
真

実
に
迫
ろ
う
と
し
た
研
究
に
終
生
、
向
き

合
い
続
け
る
。『
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
後
継
者
』

と
は
。
観
終
わ
っ
た
時
、
答
え
は
出
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員�

清
水
　
真
人

大量虐殺はどうして起きたか
自由と服従の距離

アイヒマンの後継者
ミルグラム博士の恐るべき告発

い
」「
あ
な
た
に
責
任
は
な
い
」と
上
か

ら
目
線
で
指
示
さ
れ
る
と
、
電
圧
を
ど

ん
ど
ん
上
げ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
自
分
を
、
自
ら
の
た
め
に
行
動
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の
望
み
を
実

行
し
て
い
る「
代
理
人
」な
の
だ
、
と

見
な
し
て
し
ま
う
と
、
強
制
さ
れ
ず
と

も
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
権
威
に
服
従

し
、
責
任
を
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
。
個
人
の
自
由
意
思
や
主
体
的

な
選
択
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
簡
単
な

実
験
で
も
ろ
く
も
突
き
崩
さ
れ
て
し
ま

©
2014�Experim

enter�Productions,�LLC.�A
ll�rights�reserved.

２
月
25
日
か
ら
東
京
・
新
宿
シ
ネ
マ
カ
リ
テ
ほ
か
全
国
順
次
公
開
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会員懇親 会

2016年（第44回）予想アンケート結果（2016年1月14日実施　応募総数　466）平均5.3点

　
年
初
恒
例
の
新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
が

１
月
16
日（
月
）午
後
６
時
か
ら
、
10
階

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
伊
藤
芳
明
理
事
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
米
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
の
授

賞
式
に
お
け
る
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
氏

の
ス
ピ
ー
チ
を
紹
介
。「
彼
女
は『
不
正

を
た
だ
す
た
め
に
は
、
信
念
を
持
っ
た
報

道
機
関
が
絶
対
に
必
要
だ
』と
話
し
た

が
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
わ
れ
わ
れ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
。

ニ
ュ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
招
き
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
直
接
問
い
続
け
る
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
、
一
方
的
な
情
報
発
信
の

風
潮
に
対
抗
し
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
を

高
め
、『
信
念
を
持
っ
た
報
道
機
関
』で

あ
り
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」と
述
べ
、
会
員
の
一
層
の
支
援
を

求
め
た
。

　
続
い
て「
２
０
１
６
年
予
想
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
最
高
得
点（
９

点
）を
獲
得
し
た
の
は
５
氏
。
唯
一
、
鬼

門
の「
ト
ラ
ン
プ
勝
利
」を
ピ
タ
リ
と
予

見
し
た
戸
引
和
夫
氏（
朝
日
新
聞
出
身
）

を
は
じ
め
、
冨
永
格
氏（
朝
日
新
聞
編
集

委
員
）、
古
舘
栄
達
氏（
日
本
工
業
聞
出

身
）の
３
人
が
登
壇
し
、
西
村
陽
一
企
画

委
員
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品（
ク
ラ
ブ
特

製
ボ
ー
ル
ペ
ン
）を
受
け
た
。

　
代
表
で
あ
い
さ
つ
し
た
戸
引
氏
は「
実
は

ト
ラ
ン
プ
と
書
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な

か
っ
た
。
昨
年
、
こ
の
会
場
で
酩
酊
し
た

予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
最
高
得
点
は
９
点
　
ト
ラ
ン
プ
正
解
率
4.5
％

み
上
げ
ら
れ
、表
彰
を
祝
っ
た
。

　
外
国
ゲ
ス
ト
も
多
く
出
席
し
た
。
ド
イ

ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
約
20
カ
国
の

大
使
や
大
使
館
関
係
者
も
会
員
と
の
交
流

を
深
め
た
。

　
閣
僚
は
金
田
勝
年
法
相
、
今
村
雅
弘
復

興
相
が
出
席
。
各
党
幹
部
で
は
二
階
俊
博

自
民
党
幹
事
長
、
蓮
舫
民
進
党
代
表
、野

田
佳
彦
同
幹
事
長
・
元
首
相
、福
島
み
ず
ほ

社
民
党
副
党
首
ら
が
参
加
し
た
。

　
会
場
に
は
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
の

姿
も
。「
こ
れ
ま
で
都
民
版
に
し
か
載
ら

な
か
っ
た
都
政
の
話

題
が
最
近
で
は
一
面

ト
ッ
プ
を
飾
る
こ
と

も
多
い
。
緊
張
感
を

も
っ
て
都
の
運
営
に

あ
た
る
た
め
に
も
有

効
」と
あ
い
さ
つ
し
た
小
池
氏
は
、
自
身

の
首
元
に
手
を
あ
て
、
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
エ
ン
ブ
レ
ム
を
あ
し
ら
っ
た
風
呂
敷

を
ア
ピ
ー
ル
。「
森（
喜
朗
元
首
相
）さ
ん

は
文
句
ば
か
り
言
っ
て
い
る
が
、
私
は
組

織
委
員
会
が
も
う
か
る
方
法
を
考
え
て
い

る
。
こ
の
器
の
違
い
を
ぜ
ひ
感
じ
て
ほ
し

い
」と
話
し
、
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　
懇
親
会
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た

ほ
か
、
番
記
者
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
取
材

も
入
っ
た
。

上：表彰状を手に　冨永、古舘、戸引の３氏（左から）
下：二階自民党幹事長（中央）を囲む会員たち

正解 正解率
①12月31日現在のわが国の首相は誰か （安倍晋三） 88.9%
②衆参同日選挙が （行われない） 45.2%
③橋下徹前大阪市長は12月31日時点、国会議員で （ない） 48.4%
④2017年4月に予定されている消費税率引き上げの再見送りが年内に閣議決定
　※2019年10月までの延期を6月2日の閣議で決定

（される） 38.1%

⑤2016年東証大納会の日経平均株価終値は2万5千円を　 （超えない）� 92.3%
⑥米大統領選で当選するのは誰か （ドナルド・トランプ） 4.5%
⑦参院選で、10代の投票率（総務省発表）が30％以上に��※46.78% （なる） 56.1%
⑧日本国籍のノーベル賞受賞者が複数　※医学・生理学賞の大隅良典教授のみ （出ない） 74.9%
⑨リオ五輪で女子レスリングの吉田沙保里選手が４連覇を達成　※銀メダル （しない） 30.8%
⑩大相撲で日本出身力士が優勝　※１月場所で琴奨菊、９月場所で豪栄道が優勝 （する） 49.0%

ま
ま
、
い
い
気
分

で
投
票
し
て
し
ま

っ
た
」。〝
迷
〟受

賞
の
弁
に
会
場
か

ら
笑
い
と
大
き
な

拍
手
が
湧
い
た
。

当
日
欠
席
の
金
丸

泰
輔
氏（
日
本
経

済
新
聞
京
都
支
社

長
）、
冨
森
叡
児

氏（
朝
日
新
聞
出

身
）の
名
前
も
読
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ク
ラ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
　
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
を
！

　
１
月
18
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
６
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た（
写
真
左
＝
パ
ソ
コ
ン
か
ら
閲

覧
し
た
画
面
）。
新
し
い
サ
イ
ト
は
ク
ラ

ブ
カ
ラ
ー
の
緑
と
金
色
を
配
し
、
字
数
を

減
ら
す
な
ど
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
の
根
幹
で
あ
る
記
者
会
見
の
紹

介
を「
こ
れ
ま
で
の
会
見
」と「
こ
れ
か
ら

の
会
見
」に
区
分
。
過
去
の
記
録
の
参
照

と
、
予
定
確
認
・
出
席
申
し
込
み
へ
の
入

り
口
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が

簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
が
増
え
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
見
や
す
い
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た

（
写
真
左
）。
右
上
の
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン

（
矢
印
）か
ら
、
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
へ
進
め

ま
す
。
ペ
ー
ジ
か
ら
ペ
ー
ジ
へ
の
移
動
時

間
も
短
縮
。
使
い
や
す
い
サ
イ
ト
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
ｉ
ｎ
　
ｆ
ｏ
ｃ
ｕ
ｓ
」に
も
注
目
を
。

　
４
月
に
は
貸
室（
９
階
各
部
屋
、
10
階

ホ
ー
ル
）の
空
き
状
況
を
確
認
で
き
る
新

サ
ー
ビ
ス
も
開
始
す
る
予
定
で
す
。
利
用

申
請
は
従
来
通
り
で
す
が
、
利
用
日
・
時

間
帯
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
は
画
面
上
で
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
修
正
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
使

い
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
な
る
よ
う
運

営
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
従
来
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
見
や
す
く

　
以
前
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い

た
ペ
ー
ジ
も
、
見
や
す
さ
を
重
視
し
た
レ

イ
ア
ウ
ト
に
変
更
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
機
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
コ

ン
テ
ン
ツ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
見
詳
録

　
会
見
の
全
文
文
字
起
こ
し
で
す
。
注
目

度
や
記
録
性
が
高
か
っ
た
会
見
に
つ
い

て
、
質
疑
応
答
ま
で
含
め
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
鄧
小
平
中
国
副
首
相
の「
尖
閣
棚

上
げ
」発
言
が
出
た
会
見
も
全
文
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
現
在
約
６
７
０
本
を
公

開
し
て
お
り
、
記
者
活
動
の
参
考
資
料
と

な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

▼
音
声
ア
ー
カ
イ
ブ

　
ク
ラ
ブ
に
招
い
た
内
外
の
注
目
ゲ
ス
ト

の
会
見
音
声
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
や
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
で
保
存

し
て
い
た
過
去
の
会
見
音
源
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
サ
イ
ト
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
佐
藤
栄
作
以
降
の
歴
代

首
相
、
鄧
小
平
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
、
サ
ッ
チ

ャ
ー
、
コ
ー
ル
、
ム
バ
ラ
ク
、
土
光
敏
夫
、

市
川
房
枝
、
植
村
直
巳
…
ニ
ュ
ー
ス
の
顔

１
１
５
人
の
肉
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
も
追
加
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

▼
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

　
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
会
報
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
を
開
き
、「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」ペ
ー
ジ

に
あ
る
顔
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
簡

単
に
サ
イ
ト
内
の
会
見
リ
ポ
ー
ト
を
閲
覧

で
き
ま
す
。
会
見
動
画
や
紙
面
に
載
せ
き

れ
な
か
っ
た
写
真
、
リ
ポ
ー
ト
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
創
刊
号
か
ら
全

号
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
取
材
ノ
ー
ト

　
旧
サ
イ
ト
の「
会
員
エ
ッ
セ
ー
」を
改

称
し
ま
し
た
。
会
報
に
連
載
し
て
い
る

「
書
い
た
話
書
か
な
か
っ
た
話
」「
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
ー
」、
毎
年
１
月
号
の
新
年
企
画

「
新
春
随
想
」を
転
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
30
年
」「
60
年

安
保
」な
ど
の
周
年
特
集
や
戦
後
企
画
も

公
開
中
で
す
。
１
９
４
５
年
、
最
前
線
で

終
戦
を
迎
え
た
元
従
軍
記
者
や
ベ
ル
リ

ン
、
広
東
、
ラ
バ
ウ
ル
な
ど
の
支
局
員
だ

っ
た
会
員
が
思
い
出
を
綴
っ
た「
戦
後
50

年
企
画
　
記
者
た
ち
の
8
月
15
日
」は
貴

重
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
私
の
取
材
余
話
」「
旅
の
記
憶
」は
Ｏ

Ｂ
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
、
サ
イ
ト
限
定
の
エ
ッ
セ
ー
で
す
。
投

稿
大
歓
迎
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務

局
の
長
谷
川（
０
３
―
３
５
０
３
―
２
７

５
２
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ク ラブウェブサイト

⬇
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情報発信
　クラブの施設では会員による各種の会合が行われていま
す。企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてク
ラブを利用しています。

■伊奈久喜さんを偲ぶ会
　昨年４月に亡くなった元日本経済新聞特別編
集委員の伊奈久喜氏を偲ぶ会が開かれた。発起
人代表の橋本五郎氏（読売新聞社）に続き、杉山
晋輔外務次官があいさつして献杯。斎藤邦彦、
藤崎一郎の両元駐米大使をはじめ、外務省と防
衛省関係者を中心に記者仲間も加わり、200人
余が故人の思い出を語り合った。（1.13　10階ホール）

■通訳セミナー「新たなキャリア～医薬通訳～」
　主催：サイマル・インターナショナル
　医薬分野に興味を持つ通訳者を対象に、通訳
エージェント、通訳者、製薬企業の3者の視点
から見た「医薬」に関するセミナーを開催した。
医薬通訳業界の現状と今後の展望についての解
説、医薬分野に精通する現役の会議通訳者によ
る勉強方法のアドバイスなどが行われた。
　サイマル・インターナショナルは日本で初め
て発足した国際会議の通訳者グループで、クラ
ブ会見で外国ゲストを招いた際の通訳も務めて
いる。（1.21　大会議室）

■2016年サステナブルファイナンス大賞授賞式
　同賞は日本の金融市場で環境金融商品・サー
ビス・取り組みを展開する金融機関等の活動を
評価・奨励するもので、今回が2回目。
　大賞は損保ジャパン日本興亜で、タイ、フィ
リピン等で展開している天候インデックス保険
を利用した農業への適応策の提供が評価され
た。優秀賞４件、特別賞、国際賞各1件、地域金
融賞2件がそれぞれ受賞した。（1.23　会見場）

■ABC東京フォーラム2017　主催：日本ABC協会
　「若者にとっての新聞の価値とは？」と題し、
藤本耕平・アサツーディ・ケイADK若者プロジ
ェクトリーダーが講演した。フォーラムはデジ
タル環境や教育環境の変化のスピードが激しい
時代に生まれ育った若者に、新聞の必要性を訴
えるためのアプローチを考えるもので、約300
人が出席した。（1.24　10階ホール）

■日本医学ジャーナリスト協会　記念講演会・
新年賀詞交換会

　新年会に先立ち、水島昇・東大大学院教授の
講演が行われた。水島氏は2016年のノーベル医
学・生理学賞を受賞した大隅良典・東京工業大
学栄誉教授の愛弟子で、ノーベル賞は師である
大隅氏との同時受賞もささやかれていたとい
う。大隅氏との共同研究のエピソードも交えな
がら、オートファジーの謎について語った。（1.24　
10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBによる勉強会。竹
下亘自民党国対委員長を招いた。（1.25　大会議室）

■「フェイク・ニュース～市民やジャーナリズ
ムはどう向き合うか」　主催：土曜サロン
　朝日新聞IT専門記者（デジタルウオッチャー）
の平和博氏が「フェイク・ニュース」の実態や背
景などについて講演した後、既存メディアやジ
ャーナリズムの在り方について議論した。同サ
ロンは当クラブ会員有志の会。OB会員が中心で、
メディアをめぐるテーマで勉強会を開催してい
る。（1.28　大会議室）

■民放解説研究会 新年賀詞交歓会
　民放各社の解説委員、キャスター、政治部記
者らが集まり賀詞交歓会を開催した。同会では
ニュースソース側である議員も会場に招き交流
している。閣僚は菅義偉官房長官、稲田朋美防
衛相、加藤勝信1億総活躍担当相が、党関係者
は蓮舫民進党代表、志位和夫共産党委員長らが
参加した。約120人が出席した。（1.31　会見場）

寄贈書
■入門トランプ政権 （共同通信社編、杉田弘毅監修）

　まさか、と思ったトランプ米
大統領の誕生。アメリカと世界
は混乱に転げ落ちる、と悪い予
感が浮かぶ。日本も巻き添え必
至でしょう。そんな疑問と不安
に応えるために「入門」と題した
本をまとめました。春名幹男氏
と会田弘継氏というアメリカ報

道の大御所対談は、読み応えがあります。
　後半はトランプ氏の人物像、家族や閣僚の横
顔紹介、通商、日米、北朝鮮など１２分野の政策
予想、重要演説を集めました。「ポスト真実」に
象徴される１２のトランプ・キーワードも分かり
やすく解説しています。コンパクトで中身が濃
い「トランプ事典」です。
　アンプリディクタビル（予測不能）な政権とい
われていますが、悪い予感が次々当たっていま
す。トランプ氏の言動でまさか、と疑問が湧い
たら、この本を手にしてください。答えやヒン
トが出ています。
� 杉田弘毅（共同通信社論説委員長）

共同通信社�1080円

日本新聞博物館　2016年報道写真展
　東京写真記者協会に加盟する新聞・通信・放
送33社の記者が2016年に撮影した報道写真の中
から厳選した約300点を、3月26日（日）まで展
示しています。最前線の現場で写真記者が捉え
た歴史的瞬間をご覧ください。
http://newspark.jp/newspark/
　横浜市中区日本大通11� 横浜情報文化センター
　（みなとみらい線「日本大通り駅」3番情文セ
ンター口直結）電話：045-661-2040
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,280人　
⃝法人・個人賛助会員：63社・137人　⃝特別賛助会員：100人　
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：144人 計：197社・2,418人

クラブの電話　ダイヤルイン

クラブ賞候補に8人、特別賞候補に4件が推薦
　２0１7年度の日本記者クラブ賞と同特別賞の候
補推薦は1月末で締め切りました。
　「クラブ会員または法人会員社に属する個人」
が対象のクラブ賞には８人が推薦されました。
「原則として会員以外のジャーナリストやジャ
ーナリズム活動」が対象の特別賞には４件の候
補が寄せられました。
　今後は、推薦委員会（個人Ｄ会員８人で構成）
がまず審査し、ふさわしい候補を若干名に絞り
選考委員会（総務委員１5人で構成）に具申しま
す。４月に選考委員会を開き、授賞者を理事会
に答申、理事会が決定し発表します。
　贈賞式は5月２9日、社員総会の日に行います。

春の異動　会員登録変更のお届けを

　会員の入退会には所定の「変更届」がありま
す。変更は会員資格委員会に諮られます。事務
局の青山（電話03-3503-２7２7/e-mail�aoyama@
jnpc.or.jp）へご連絡ください。役職変更だけの
場合もお知らせ願います。

今後の行事予定（2/3現在）

21㊋
13：00 ～ 14：30　9階会見場
研究会「2017年経済見通し」③
河野龍太郎BNPパリバ証券経済調査本部長

22㊌
14：00 ～ 15：00　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑯
ジャスパー・チャン・アマゾンジャパン社長

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　如月懐石（3/3まで）

　先付：菜の花辛子和え、木の芽味噌和え　お椀：
蟹真丈ほか　造り：三点盛り　焼物：真名鰹柚庵
焼き　煮物：豚角煮　揚物：子持ち昆布と筍挟み
揚げ　食事：蟹雑炊　水菓子：季節の果物　グラ
ス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（2/28まで）

　ズワイガニのカクテル仕立て、フカヒレ入りコ
ンソメスープ、シチュー・ド・ビーフ　フライド
ライス添え、グリーンサラダ、小菓子と柚子シャ
ーベットの盛り合わせ、パン、コーヒー付き（3,780
円）。ランチ、ディナー（土曜はランチのみ）とも
にご利用いただけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

国産牛すき焼き鍋をどうぞ　3月3日（金）まで

　今年もお値段据え置きで用意しました。9階
和食レストランで夕食時間帯にお楽しみくださ
い。お一人2,800円、お二人からお受けします。
ご予約をお願いします（03-3503-２7２3）。

●ローマン・ヘルツォーク・ドイツ大統領（１997.4.8）
●ラフサンジャニ・イラン国会議長（１985.7.3）
●マイケル・マンスフィールド・駐日アメリカ大使
（１980.1.２8）

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報（1月）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

＜訃報＞　横堀克己会員（朝日新聞出身、76歳）
が２0１6年１２月２4日、堀川敏雄会員（共同通信出身、
93歳）が2月2日死去されました。謹んでご冥
福をお祈りいたします。

　事務局の大山行雄フロアマネジャー（65）が
2月6日付で退職しました。１978年6月に入社
以来、フロア担当一筋。“会員ファースト”の温
かい応対にはファンが多く、例会をクラブで開
催している会員から「心の支えでした」との言葉
も届きました。ラウンジやレストランで思わず
盛り上がり千鳥足になった会員にも親身になる
こと数知れず…。（でしたね？ 大山さん）。
　一番の思い出は２0１２年2月、会見中に倒れた
ゲストをAEDで救命措置したことと語り、「練
習はしていたけれど実際に使うのは初めて。必
死でした」と。救急車で運ばれたゲストは無事、
意識を回復して一命を取り留めました。
　早・中・遅番の3交代勤務を39年間続け、最
後の勤務日はシフト通りに遅番。「みんなに見
送られるのは恥ずかしいから」と大山さんらし
く淡々と会合のお世話をこなし、午後１0時半、
閉室してクラブを“卒業”しました。�（長谷川和子）

■大山行雄フロアマネジャーが退職■

会見参加は事前にお申し込みください
　会見の準備は事前の申し込
み人数を参考に行っています
が、最近は当日の参加者が申
し込み数を大幅に超え、用意
した席や資料が足りなくなる
ことが増えています。
　1月にも、事前申し込みの
４倍の参加があり、急きょ会
場外に席を設けた会見もありました（写真）。
　ご不便をおかけしないためにも、なるべく前
日までにお申し込みください。ウェブサイトか
ら簡単に登録できるほか下記でも受け付けます。
メール：kaiken@jnpc.or.jp� FAX：03（3503）7２7１
T E L：03（3503）２7２２
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撮影：大
おお

里
さと

　直
なお

也
や

（共同通信名古屋支社写真映像部）

雪が降る中、大学入試センター試験の会場に向かう受験生　＝１月14日　名古屋市千種区

写 真 回 廊

　
雪
の
中
を
セ
ン
タ
ー
試
験
に
向
か
っ
た
受
験
生
た
ち
、
一

体
ど
ん
な
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
、
試
し
に
世
界

史
の
試
験
問
題
を
解
き
始
め
た
ら
歯
が
立
た
な
い
。
彼
ら
の

顔
が
急
に
賢
く
見
え
て
き
た
。

　
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
生
は
一
番
快

適
な
６
月
に
卒
業
前
の
バ
カ
ロ
レ
ア
を
受
け
る
。
そ
の
試
験

問
題
は
国
民
的
関
心
事
で
、
中
で
も
哲
学
の
試
験
日
に
は
晩

の
ニ
ュ
ー
ス
に
人
気
哲
学
者
が
登
場
し
て
、
解
き
方
の
解
説

ま
で
す
る
。
昨
年
の
問
題
は
文
科
系
が「
私
た
ち
の
道
徳
上

の
信
念
は
経
験
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
の
か
？
」な
ど
、

理
科
系
が「
よ
り
少
な
く
働
く
の
は
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と

か
？
」な
ど
、
各
３
問
か
ら
１
つ
だ
け
選
ぶ
。

　「
仕
事
と
生
き
が
い
」な
ん
て
誰
で
も
書
け
そ
う
に
見
え

る
が
、
自
分
の
人
生
論
を
述
べ
た
だ
け
で
は
い
か
に
ユ
ニ
ー

ク
で
も
不
合
格
。
古
今
の
哲
学
者
の
文
章
を
引
用
し
て
、
緻

密
な
論
陣
を
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
し
ろ
た
っ
た
１

問
に
４
時
間
か
け
る
の
だ
か
ら
、
一
定
の
思
考
訓
練
な
し
に

は
無
理
だ
。
昔
、
私
も
留
学
中
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
先
生
に
哲
学

の
宿
題
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
引
用
不
適
当
で

零
点
だ
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
と
結
婚
し
た
日
本
女
性
か
ら
聞
か
さ
れ
た
話

だ
が
、
大
学
生
の
息
子
さ
ん
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
こ
ろ

「
オ
ウ
ム
真
理
教
み
た
い
な
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
は
や
ら

な
い
よ
。
哲
学
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
」と
言
っ
た
そ
う
だ
。

若
者
た
ち
も
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
に
従
い
、
哲
学
が
狂
信
と
逸

脱
か
ら
民
主
主
義
を
守
る
と
信
じ
て
い
る
ら
し
い
。
哲
学
教

育
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
守
っ
て
く

れ
る
か
…
春
の
大
統
領
選
挙
が
待
っ
て
い
る
。

�

（
パ
リ
在
住
　
松
浦
　
茂
長
）

哲
学
と
民
主
主
義
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